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【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
官
僚
制
度
改
革
の
漸
進
を
支
え
た
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
、
調
査
委
員
会
の
活
動
と
そ

れ
に
対
す
る
官
僚
た
ち
の
反
応
を
分
析
す
る
。
一
八
五
〇
年
代
に
始
ま
る
改
革
は
、
～
八
七
〇
～
九
〇
年
代
の
調
査
委
員
会
に
よ
り
具
体
的
に
議
論
さ
れ

た
。
他
方
、
委
員
会
の
活
動
は
官
僚
向
け
新
聞
に
よ
り
詳
細
に
報
道
さ
れ
た
。
新
聞
は
官
僚
た
ち
に
様
々
な
見
解
を
流
通
さ
せ
、
改
革
に
対
す
る
彼
ら
の

意
見
や
提
案
を
発
表
す
る
媒
体
と
も
な
っ
た
。
改
革
を
「
主
動
」
す
る
側
は
、
能
力
主
義
の
導
入
に
よ
り
人
件
費
の
削
減
と
行
政
組
織
の
合
理
化
を
目
指

し
た
。
一
方
、
「
受
動
」
側
の
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
改
革
は
、
現
場
で
起
こ
る
問
題
を
是
正
す
る
契
機
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
彼
ら
は
改
革
に
高
い
関
心
を

抱
き
、
と
き
に
は
新
た
な
手
段
を
模
索
し
つ
つ
委
員
会
の
留
書
に
食
い
下
が
っ
た
。
委
員
会
の
面
談
や
投
書
と
い
っ
た
「
受
動
」
側
の
対
応
が
も
つ
切
実

さ
や
説
得
力
は
、
「
主
動
」
側
が
改
革
案
を
再
調
整
し
つ
つ
、
行
政
機
構
の
「
近
代
化
」
を
推
し
進
め
る
た
め
に
必
須
の
要
件
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
四
巻
六
号
　
二
〇
一
一
年
［
［
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
近
代
国
家
の
成
長
に
と
っ
て
官
僚
機
構
は
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
一
九
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
た
官
僚
制
度

改
革
は
、
近
代
国
家
に
お
い
て
官
僚
馨
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
咳
イ
ギ
リ
ス
の
行
政
に
お
け
る
「
近
代
化
」
の
進
展
に
重
要
な
役
圃

割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
㎝
時
に
行
わ
れ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
長
期
に
わ
た
り
議
論
さ
れ
続
　
3
1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

け
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
近
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
官
僚
制
度
改
革
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
通
じ
て
、
官
僚
制
度
改
革
の
漸
進
を
支
え
た
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
素
材
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
で
官
僚
制
度
改
革
が
本
格
化
す
る
～
八
七
〇
～
九
〇
年
代
を
中
心
に
、
官
僚
制
度
に
関
す
る
調
査
委
員
会
の
活
動
と
そ
れ
に
対
す
る

官
僚
た
ち
の
反
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
官
僚
制
度
改
革
は
こ
れ
ま
で
主
に
行
政
史
の
面
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
宮
僚
制
度
改
革
は
「
一
九
世
紀
行
政
革
命
」
論
争
に

　
　
　
　
　
　
　
　
②

お
い
て
注
目
を
集
め
た
。
な
か
で
も
マ
ク
ダ
ナ
ー
や
ロ
バ
ー
ツ
は
、
改
革
の
原
動
力
を
社
会
的
、
経
済
的
要
素
で
は
な
く
、
「
非
人
格
的
な
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

史
的
極
力
」
だ
っ
た
と
説
明
し
た
。
逆
に
パ
リ
ス
は
行
政
機
構
の
改
変
に
対
す
る
思
想
的
な
影
響
力
を
重
視
し
、
パ
リ
ス
の
問
題
意
識
を
継
承

し
た
ハ
ー
ト
は
改
革
へ
の
主
体
的
な
契
機
、
特
に
新
し
い
政
策
や
行
政
機
構
の
整
備
に
尽
力
し
た
改
革
潤
た
ち
の
理
念
や
目
的
意
識
が
果
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
役
割
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
赤
木
須
留
喜
は
官
僚
の
業
務
効
率
の
向
上
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
官
僚
制
度
改
革
を
国
家
機
能
の
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

躍
的
成
長
を
象
徴
す
る
も
の
と
定
義
し
た
。
彼
は
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
自
由
主
義
や
功
利
主
義
、
科
学
主
義
と
い
っ
た
思

潮
が
台
頭
し
、
競
争
が
「
時
代
の
エ
ト
ス
」
と
な
っ
た
こ
と
が
改
革
を
推
し
進
め
る
原
動
力
に
な
っ
た
と
論
じ
た
。
「
文
化
的
衰
退
」
論
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
て
も
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
の
官
僚
制
度
改
革
は
、
宮
漏
機
構
の
効
率
向
上
を
追
求
し
た
「
近
代
化
」
改
革
で
あ
っ
た
と
看
倣
さ
れ
た
。

　
一
方
、
官
僚
制
度
改
革
は
教
育
課
程
の
変
容
と
の
関
連
で
も
研
究
さ
れ
た
。
例
え
ば
村
岡
健
次
は
、
官
僚
制
度
改
革
で
施
行
さ
れ
た
公
開
競

争
試
験
制
度
を
、
上
級
官
僚
の
養
成
過
程
と
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
教
育
制
度
の
結
節
点
だ
っ
た
と
し
、
そ
れ
が
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

七
〇
年
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
階
層
構
造
を
大
き
く
規
定
し
た
と
主
張
し
た
。
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
専
門
職
の
社
会
的
躍
進
に
つ
い
て

考
察
し
た
パ
ー
キ
ン
も
、
官
僚
を
専
門
職
の
一
つ
と
看
産
し
、
公
開
競
争
試
験
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
や
オ
ッ
ク
ス
ブ

リ
ッ
ジ
と
の
紐
帯
が
強
化
さ
れ
、
改
革
後
は
そ
れ
ら
の
教
育
機
関
で
行
わ
れ
た
専
門
職
階
級
の
た
め
の
教
育
と
、
官
僚
と
い
う
職
業
に
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
れ
る
知
識
や
技
術
が
完
全
に
一
致
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
と
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
は
大
学
教
員
た
ち
の
官
僚
制
度
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
官
僚
制
度
改
革
を
女
性
の
教
育
的
、
社
会
的
進
出
の
契
機
と
し
て
考
察
し
た
コ
ー
ン
や
ヨ
ル
ダ
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⑪

ン
ら
は
、
改
革
に
よ
っ
て
下
級
官
吏
の
よ
う
な
事
務
職
の
「
性
に
よ
る
分
業
化
」
が
促
進
さ
れ
た
と
論
じ
た
。

　
二
つ
の
論
究
動
向
は
論
点
を
部
分
的
に
重
ね
合
い
つ
つ
も
、
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
で
起
き
た
官
僚
制
度
改
革
の
原
動
力
や
改
革
が
社

会
に
与
え
た
影
響
の
解
明
に
買
献
し
て
き
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
改
革
者
側
、
つ
ま
り
（
改
革
の
内
容
そ
れ
ぞ
れ
に
は
賛

否
あ
る
に
せ
よ
）
改
革
を
「
主
動
」
的
に
論
じ
実
施
す
る
側
や
そ
の
思
潮
か
ら
の
考
察
で
あ
っ
た
。
例
外
は
改
革
に
よ
る
事
務
職
の
「
女
性
化
」

傾
向
を
扱
っ
た
研
究
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
で
さ
え
、
女
性
の
主
体
的
な
反
応
よ
り
も
「
女
性
化
」
を
推
進
す
る
改
革
者
た
ち
の
意
見
を
分
析
の

中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
改
革
者
の
視
点
に
多
く
の
比
重
が
割
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
官
僚
制
度
改
革
に
一
層
切
実
な
利
害
関
係
が
あ
っ
た
の
は
、
実
際
に
そ
の
枠
組
み
の
中
で
業
務
に
つ
く
現
場
の
官
僚
た
ち
で
あ
る
。

そ
の
た
め
彼
ら
の
理
解
や
協
力
な
く
し
て
、
官
僚
制
度
改
革
は
機
能
し
な
か
っ
た
。
で
は
、
改
革
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
る
官
僚
た
ち
、
す
な

わ
ち
改
革
に
「
受
動
」
的
に
参
加
す
る
側
は
、
官
僚
制
度
改
革
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
た

め
に
は
、
改
革
を
通
じ
て
何
が
、
そ
し
て
な
ぜ
議
論
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
よ
う
に
改

革
を
「
主
動
」
す
る
側
だ
け
で
は
な
く
、
官
僚
制
度
内
に
存
在
し
改
革
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
存
在
、
「
受
動
」
側
の
視
点
も
含
め
た
両
面

か
ら
、
官
僚
制
度
改
革
と
い
う
行
政
の
「
近
代
化
」
過
程
を
論
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
研
究
で
は
、
改
革
の
過
程
に
お

け
る
「
受
動
」
側
と
「
主
動
」
側
と
の
影
響
関
係
や
温
度
差
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
「
受
動
」
側
の
改
革
へ
の
動
機
付
け

や
独
自
性
を
解
明
し
、
長
期
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
た
行
政
の
「
近
代
化
」
過
程
や
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
「
主
動
」
側
と
「
受
動
」
側
と
の
相
互
連
関
の
中
で
、
官
僚
制
度
改
革
が
議
論
さ
れ

て
い
く
経
緯
に
着
目
す
る
。

　
以
下
、
ま
ず
一
で
一
九
世
紀
後
半
の
官
僚
制
度
改
革
の
流
れ
を
概
括
し
、
改
革
を
「
主
動
」
す
る
側
で
あ
る
二
つ
の
調
査
委
員
会
を
中
心
に
、

彼
ら
の
改
革
案
の
内
容
を
確
認
す
る
。
続
い
て
一
で
は
当
時
、
改
革
が
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
官
僚
向
け
新
聞
を
用
い
て
検
討

し
、
「
受
動
」
側
の
官
僚
た
ち
が
把
握
し
て
い
た
改
革
に
関
す
る
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
。
皿
で
は
調
査
委
員
会
が
実
施
し
た
官
僚
へ
の
聞
き
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取
り
面
談
や
、
新
聞
へ
の
投
書
を
分
析
し
、
「
受
動
」
側
か
ら
「
主
動
」
側
へ
の
働
き
か
け
や
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、

そ
れ
ら
の
相
互
作
用
の
中
か
ら
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
官
僚
制
度
改
革
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
史
料
と
し
て
は
主
に
英
国
議
会

文
書
（
じ
ロ
ミ
き
ぎ
ミ
§
謡
§
ミ
遂
§
恥
諺
［
b
口
㌔
㌔
■
］
）
と
、
当
時
、
官
僚
向
け
に
発
売
さ
れ
た
新
聞
の
記
事
や
投
書
を
参
照
す
る
。

（850）34

①
本
稿
で
取
り
扱
う
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
＆
ト
レ
ヴ
エ
リ
ア
ン
や
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
、
リ

　
ド
リ
ー
の
後
も
講
査
委
員
会
は
任
命
さ
れ
、
そ
の
時
代
に
適
し
た
新
し
い
要
綱
の

　
作
成
に
あ
た
っ
た
。
例
え
ば
マ
ク
ダ
ネ
ル
勅
命
委
員
会
（
｝
九
へ
二
～
～
五
年
）

　
や
再
組
織
化
委
員
会
（
一
九
一
九
～
二
〇
年
）
、
ト
ム
リ
ン
勅
命
委
員
会
（
一
九

　
二
九
～
三
一
年
）
、
プ
リ
ー
ス
ト
リ
勅
命
委
員
会
（
一
九
五
三
～
五
五
年
）
、
フ
ル

　
ト
ン
委
員
会
（
一
九
六
六
～
六
八
年
）
な
ど
。
そ
の
後
も
官
僚
機
構
に
対
す
る
調

　
査
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
Q
り
①
Φ
閃
。
σ
Φ
答
℃
巻
①
製
↓
ぎ
b
ご
、
ミ
罫
O
ミ
N
の
ミ
ミ
融

　
（
国
興
§
巳
。
。
鐵
「
ρ
H
O
霧
y
勾
ざ
多
多
〉
．
O
す
碧
ヨ
鎚
’
舅
ぎ
G
篤
ミ
の
ミ
ミ
融

　
O
ミ
ミ
ミ
婁
§
N
霧
∴
逡
N
、
犠
し
。
ミ
鳴
§
し
口
凡
麸
§
書
（
8
巳
。
賢
俸
窯
Φ
≦

　
鴫
。
周
長
凹
O
O
鼻
）
．
リ
ド
リ
ー
委
員
会
以
降
の
官
僚
制
度
改
革
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

　
国
客
9
践
鳥
Φ
劉
9
ミ
N
の
ミ
竪
凡
q
霧
ミ
、
ぎ
9
N
譜
穀
田
ミ
覧
§
一
N
O
O
簡
噺
山
℃
ミ

　
（
ピ
8
傷
g
．
6
禽
）
…
言
器
b
ゆ
⊆
N
滞
夢
雪
駄
国
。
ぴ
①
ほ
℃
《
鴛
出
切
誌
妹
ミ
謡
げ

　
ミ
ミ
ミ
ミ
N
ミ
G
ミ
N
恥
ミ
ミ
融
（
乞
①
≦
属
。
蒔
』
O
O
。
。
）
［
邦
訳
は
養
鶏
裕
昭
監
訳
、

　
浅
尾
久
美
子
訳
『
イ
ギ
リ
ス
の
行
政
改
革
一
「
現
代
化
」
す
る
公
務
』
（
ミ
ネ

　
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
囲
殉
。
曾
亀
ど
。
を
P
撃
結
§
o
帖
ミ
韓
綴
。
墜
駄

　
ミ
鴨
じ
。
ミ
傍
討
Q
ミ
、
の
ミ
ミ
ら
魯
肉
さ
ご
ミ
亮
さ
恥
G
旨
亀
忠
、
ミ
q
食
く
。
ド
同
”
↓
ず
Φ

　
害
ぎ
コ
《
窪
H
p
一
㊤
①
①
－
。
。
一
（
］
じ
O
コ
鳥
O
鵠
　
卿
　
乞
Φ
芝
　
畷
O
「
搾
圃
卜
⊃
O
一
一
）
を
参
照
。

②
こ
の
論
争
は
ベ
ン
サ
ム
主
義
と
改
革
の
関
連
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
国
家
の
構

　
造
の
再
編
過
程
を
解
明
し
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
像
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ

　
つ
た
。
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
井
上
洋
「
『
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
行
政
革
命
㎞

　
論
争
に
関
す
る
一
考
察
（
｝
）
（
二
）
」
㎎
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
㎞
、
第
九
三
、
九

　
四
号
（
名
古
屋
大
学
、
一
九
八
工
年
、
九
五
－
～
四
七
頁
二
九
八
三
年
、
八
二

　
－
一
三
一
頁
）
を
参
照
。
近
年
の
動
向
と
し
て
は
、
杉
田
多
佳
子
＝
九
世
紀
中

　
葉
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
ル
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
下
級
職
任
用
試
験
改
革
i

　
行
政
改
革
協
会
の
活
動
か
ら
の
一
考
察
一
」
明
歴
史
学
研
究
睡
、
策
七
四
四
号

　
（
二
〇
〇
〇
年
、
一
－
一
六
頁
）
が
あ
る
。

③
○
．
竃
p
・
。
∪
。
g
m
q
貫
、
↓
冨
翼
ぎ
Φ
8
Φ
コ
匪
○
Φ
艮
融
く
国
Φ
く
。
ξ
鉱
8
冒

　
の
。
＜
Φ
毎
ヨ
①
蒔
け
　
》
寄
碧
主
導
ω
巴
．
噛
§
嚇
ミ
普
ミ
冒
ミ
、
ミ
、
＜
o
一
．
一
（
6
し
n
。
。
、
薯
．

　
認
よ
刈
y
U
磐
誌
幻
。
σ
Φ
詳
ρ
．
富
冨
ヨ
《
し
d
Φ
簿
冨
ヨ
雪
α
昏
Φ
＜
一
〇
8
証
彗

　
〉
α
自
ぼ
ω
窪
鋤
鉱
く
①
ω
鼠
8
．
¶
ミ
無
。
篭
§
⑦
ミ
ミ
窪
く
。
ド
昏
。
噂
8
9
ω
（
6
㎝
ρ
ロ
P

　
一
㊤
ω
1
曽
O
）
．

④
出
．
響
艮
。
。
魍
、
↓
匿
輔
養
8
Φ
簿
7
－
O
Φ
拷
霞
く
刃
Φ
〈
o
葺
δ
ロ
ぼ
O
。
〈
Φ
讐
ヨ
Φ
賢
竺
〉

　
圏
琶
實
蝕
ω
巴
寄
巷
℃
逗
。
。
巴
．
■
顛
蔑
ミ
苛
ミ
鳶
ミ
謹
卜
＜
o
一
も
。
（
一
〇
Φ
O
．
O
℃
■
一
刈
一
9
0
『
）
．

⑤
富
コ
艮
興
田
昼
、
銃
器
8
①
簿
げ
6
窪
ε
蔓
ω
。
。
巨
圏
8
N
筥
一
〉
↓
。
憂

　
H
簿
興
實
①
邸
鉱
8
0
h
藁
段
。
蔓
．
’
℃
騎
無
無
、
ミ
§
罫
コ
ρ
留
（
一
〇
錺
9
．
ω
O
よ
H
y

　
勢
至
戸
、
も
。
マ
O
冨
艶
Φ
ω
臼
『
Φ
＜
Φ
帯
磐
簿
夢
Φ
日
H
雷
2
蔓
レ
Q
。
窃
ω
山
。
。
総
．
’
騨
お
駐
詮

　
口
無
ミ
跨
ミ
陶
ミ
貯
§
ぐ
。
ピ
刈
O
（
一
Φ
Φ
O
マ
ロ
b
．
ゆ
N
…
H
H
O
）
．
≧
ω
o
ω
Φ
Φ
○
．
ω
螂
停
巽
♂
巳
噛

　
．
冒
霞
＆
g
¢
8
．
胃
ぎ
ω
葺
発
露
磐
α
（
①
ゆ
）
’
9
N
ミ
見
物
葺
咋
、
罵
Q
こ
ミ
ミ
＆

　
き
ぎ
§
ミ
嗣
9
ミ
袋
鼠
O
o
噂
§
§
鴨
ミ
（
8
民
g
」
Φ
刈
b
。
も
や
H
∴
O
y
出
錠
け
．
、
8
冨

　
Ω
窪
①
ω
冨
。
眺
9
Φ
宏
。
博
ぴ
0
9
Φ
－
↓
響
く
巴
旨
口
勾
8
0
塔
．
瓦
ミ
罫
（
O
P
①
G
。
あ
一
）
・

⑥
赤
木
須
留
喜
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
近
代
的
公
務
員
制
度
の
研
究
扁
㎎
東
京
都

　
立
大
学
法
学
会
雑
誌
㎞
、
第
一
八
巻
、
第
｝
－
二
合
併
号
（
一
九
七
八
年
、
一
九

　
三
－
二
八
七
頁
）
。

⑦
「
文
化
的
衰
退
」
論
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
川
北
稔
「
訳
者
解
説
「
イ
ギ
リ
ス



　
衰
退
せ
ず
」
1
「
イ
ギ
リ
ス
衰
退
論
争
」
の
い
ま
」
、
R
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
＆
M
・
ケ
ニ
i
編
、
川
北
訳
『
経
済
衰
退
の
歴
史
学
ー
イ
ギ
リ
ス
衰
退
論
争
の

　
諸
相
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
、
四
一
六
頁
門
原
著
は
カ
．
国
ロ
α
q
房
び

　
即
ζ
’
穴
雪
逗
（
巴
ω
．
Y
陶
ぐ
・
簿
帖
ゆ
鞠
§
碧
し
u
ミ
齢
訟
b
§
凶
§
⑩
（
ピ
O
匿
O
算
N
O
O
O
）
婦
を

　
参
照
の
こ
と
。

⑧
村
岡
健
次
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
政
治
と
社
会
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
晋
房
、
一

　
九
八
○
年
）
一
村
岡
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
と
文
化
㎞
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

　
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

⑨
　
出
震
0
5
旨
．
℃
霞
冠
ρ
円
ぎ
肉
執
維
駄
℃
、
冬
物
鴇
ミ
、
ミ
⑦
8
に
竜
”
寧
お
ミ
℃
ミ
鴇
ミ
鳴

　
N
O
◎
Q
Q
O
（
い
。
雛
鳥
o
P
一
㊤
Q
◎
O
Y

⑩
国
。
冨
銭
O
冨
ロ
ヨ
磐
卿
9
菊
．
Ω
「
o
①
冨
≦
9
。
く
、
円
書
b
§
§
§
恥
ミ

　
類
焼
ミ
賊
ミ
無
ミ
職
ミ
沁
§
、
ミ
（
い
8
α
g
」
O
O
。
O
）
．

⑪
自
費
室
O
o
ゴ
↓
諸
等
。
§
軌
餓
○
§
S
§
§
ミ
の
睾
8
愚
賊
轟
」
8
ぎ

　
諭
ミ
篤
ミ
N
ミ
ご
蕊
黛
Ω
ミ
篤
6
ミ
ト
＆
ミ
ミ
§
Q
ミ
ミ
し
○
、
帖
ミ
葺
（
℃
転
置
号
8
三
ρ

　
一
〇
Q
。
㎝
）
一
望
δ
5
匂
。
巳
聾
¶
、
↓
げ
Φ
り
節
置
く
Ω
Φ
鐸
ω
簿
昏
①
℃
同
ロ
α
Φ
韓
巨
　
笹
Φ

　
じ
ウ
Φ
ゆ
Q
一
宮
ヨ
伽
q
o
暁
く
興
鉱
＄
一
Q
り
。
鴨
①
α
q
無
δ
冨
σ
く
ω
Φ
×
ぎ
Ω
Φ
鉱
。
巴
乏
。
「
搾
ぎ

　
裳
ぎ
①
け
8
つ
窪
6
①
簿
¢
躇
ゆ
思
一
富
ぎ
．
．
O
§
軌
ミ
恥
ミ
訟
。
曙
’
＜
o
ド
o
o
旧
訂
。
．
H
（
5
㊤
ρ

　
覧
や
①
マ
c
Q
｝
）
．

近代イギリス官僚制度改革史再考（水田）

工

官
僚
制
度
改
革
の
史
的
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
研
究
以
来
、
官
僚
制
度
と
そ
の
構
造
は
複
数
の
学
問
分
野
に
ま
た
が
る
検
討
課
題
と
な
っ
て

き
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
官
僚
制
度
改
革
は
、
人
々
が
経
験
し
た
「
近
代
化
」
を
理
解
す
る
鍵
と
し
て
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
一
九
世
紀
前
半
の
社
会
改
革
の
流
れ
を
受
け
、
一
八
五
〇
年
代
以
降
、
官
僚
制
度
の
再
組
織
化
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
官
僚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

採
否
は
、
主
に
バ
ト
ロ
ネ
ジ
（
勺
蝉
嘗
。
轟
ひ
q
ρ
縁
故
推
薦
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
マ
コ
ー
リ
i
（
↓
ぎ
ヨ
9
。
ω
し
d
蝉
び
5
0
q
8
p
ζ
8
9
・
巳
磐
）
や

ノ
ー
ス
コ
ー
ト
（
ω
富
煉
。
氏
Z
o
跨
ぎ
9
①
）
、
ト
レ
ヴ
エ
リ
ア
ン
（
O
冨
旨
ω
臣
妻
葭
α
↓
懐
く
9
く
弩
）
ら
に
よ
り
、
イ
ン
ド
高
等
文
官
（
H
．
○
。
。
・
）
や
国

内
の
官
僚
（
頃
O
b
P
Φ
　
　
○
一
く
凶
　
　
ω
O
割
く
一
〇
Φ
）
の
制
度
改
革
が
主
張
さ
れ
、
議
会
で
の
関
心
を
集
め
た
。
改
革
以
た
ち
は
「
旧
き
腐
敗
（
9
α

　
　
　
　
④

○
。
軽
愚
け
凹
8
）
」
を
排
除
し
、
官
僚
制
度
を
近
代
社
会
に
適
合
し
た
機
構
に
作
り
変
え
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
、
公
開
競
争
試
験

に
よ
る
選
抜
や
業
績
に
応
じ
た
昇
進
と
い
っ
た
能
力
主
義
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
雷
葉
を
用
い
れ
ば
「
競
争
精
神
（
筈
①
ω
b
三
け
。
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

Φ
B
巳
巴
8
磐
α
8
ヨ
冨
簿
一
窪
）
」
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
業
務
効
率
の
向
上
や
人
件
費
の
削
減
を
目
指
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
ま
ず
｝
八
五
三
年
に
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
と
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
に
よ
る
報
告
書
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
大
蔵
大
臣
グ
ラ
ッ
ド
ス
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ト
ン
の
依
頼
に
よ
る
調
査
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
ら
は
官
僚
の
現
状
を
知
る
た
め
、
一
八
五
三
年
の
夏
に
科
学
技
術
庁
や
枢
密
院
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

五
つ
の
官
庁
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
。
報
告
書
で
は
、
人
事
委
員
会
（
O
一
く
跨
ω
Φ
目
く
一
〇
Φ
　
O
O
5
P
5
P
一
ω
o
ワ
一
〇
冨
）
の
設
置
と
公
開
競
争
試
験
の
実
施
、
等

級
に
よ
る
業
務
の
分
担
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
案
は
、
ジ
ャ
ウ
ェ
ッ
ト
（
u
d
①
呂
馨
ロ
鈎
。
≦
Φ
簿
）
や
ヴ
ォ
ー
ン
（
○
南
帯
ω
揺
ぎ

く
鶏
o
Q
冨
ロ
）
、
リ
ゲ
ル
（
目
窪
曼
Ω
8
お
①
ζ
蝕
9
と
い
っ
た
教
育
者
か
ら
の
助
雷
や
、
J
・
S
・
ミ
ル
ら
三
八
人
の
有
識
者
か
ら
の
意
見
を
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

考
に
、
二
人
が
練
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
改
革
案
は
後
に
、
「
国
内
官
僚
の
任
命
を
司
る
、
バ
ト
ロ
ネ
ジ
制
度
に
対
す
る
最
初
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

効
果
的
な
挑
戦
」
と
称
え
ら
れ
た
。
彼
ら
の
提
案
は
二
〇
世
紀
ま
で
続
く
宮
雀
制
度
改
革
の
始
点
と
な
っ
た
。
し
か
し
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
や
ト
レ

ヴ
ェ
リ
ア
ン
の
尽
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
開
競
争
試
験
の
本
国
官
僚
へ
の
施
行
に
対
す
る
反
対
の
声
は
大
き
く
、
一
八
五
〇
年
代
の
改
革
は
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

く
の
官
庁
で
極
め
て
限
定
的
な
影
響
力
し
か
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
内
の
官
僚
に
対
し
て
試
験
制
度
が
実
現
さ
れ
る
に
は
、
一

八
七
〇
年
代
の
第
～
次
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
に
よ
る
強
力
な
支
援
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

僚
機
構
調
査
の
本
格
化
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
と
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
官
庁
で
は
な
く
、
官
僚
制
度
に
つ
い
て
体
系
的
な
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
一
八
七

〇
年
代
の
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
が
最
初
で
あ
っ
た
。
自
由
党
議
員
に
し
て
化
学
者
で
も
あ
っ
た
レ
オ
ン
・
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
博
士
θ
け
等
。
p

霊
錯
量
同
）
と
書
名
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
の
調
査
委
員
会
は
、
一
八
七
四
～
七
五
年
に
か
け
て
活
動
し
、
調
査
報
告
書
三
巻
を
公
刊

　
⑬

し
た
。
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
以
外
の
委
員
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
卿
（
い
o
a
Ω
磐
α
臼
。
今
流
9
。
二
二
8
）
、
サ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
（
ω
マ
芝
自

ω
3
9
Φ
器
。
箒
）
、
サ
ー
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
（
ω
一
民
　
閃
’
菊
．
　
ω
骨
慧
O
周
α
）
、
ブ
リ
マ
ン
ト
ル
（
臼
ぎ
¢
o
戸
○
≦
’
牢
Φ
ヨ
磐
膏
）
、
フ
ァ
ー
ラ
！
（
β
郎

凄
霞
①
吋
）
、
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ー
ド
（
↓
．
ぐ
『
四
席
O
憎
α
）
、
ジ
ョ
イ
ス
（
出
題
σ
興
こ
。
く
8
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
委
員
会
の
書
記
に
は
、
R
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
（
図

O
O
評
§
弱
含
）
が
任
命
さ
れ
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
卿
は
保
守
党
の
議
員
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
ラ
ー
は
官
僚
経
験
を
も
つ
、
バ
ト
ロ
ネ
ジ
に
批
判
的

な
統
計
学
者
、
自
由
貿
易
論
者
で
あ
っ
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
は
経
済
不
況
の
真
っ
只
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
人
件
費
の
節
約
に
よ
る
予

算
削
減
と
、
業
務
効
率
の
向
上
に
よ
る
残
っ
た
人
員
の
有
効
活
用
を
実
現
し
う
る
制
度
的
枠
組
み
の
整
備
が
、
同
委
員
会
に
と
っ
て
重
要
な
課
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⑭

題
と
な
っ
た
。
報
告
書
で
は
、
専
門
資
格
が
必
要
と
な
る
特
定
部
局
お
よ
び
大
英
博
物
館
、
科
学
技
術
庁
と
い
っ
た
特
殊
な
部
署
や
、
徴
税
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

請
け
負
っ
た
内
国
歳
入
庁
と
関
税
局
の
出
先
部
門
が
除
外
さ
れ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
全
て
の
宮
庁
の
官
僚
機
構
が
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
。
除
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

さ
れ
た
部
署
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
庁
の
長
官
や
大
蔵
大
臣
、
人
事
委
員
会
の
連
帯
責
任
の
も
と
で
対
処
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
は
調
査
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
庁
の
現
役
官
僚
や
宮
吏
を
中
心
に
、
退
官
し
た
官
僚
や
議
員
も
含
む
約
一
五
〇

名
に
対
し
て
聞
き
取
り
面
談
を
行
っ
た
。
ま
た
冬
田
〇
名
の
官
僚
や
議
員
に
調
書
の
提
出
を
求
め
、
彼
ら
か
ら
文
章
に
よ
る
回
答
を
え
た
。
そ

の
際
、
調
査
委
員
た
ち
は
特
に
官
僚
の
選
び
方
や
配
置
転
換
［
昇
進
や
左
遷
］
す
る
場
合
の
基
準
、
等
級
区
分
を
全
官
庁
で
統
一
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

可
能
か
、
と
い
っ
た
質
問
項
目
を
立
て
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
改
革
案
を
練
っ
た
。
委
員
会
の
提
案
は
「
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

画
」
と
呼
称
さ
れ
、
一
八
七
六
年
に
発
布
さ
れ
た
枢
密
院
令
に
影
響
を
与
え
た
。
彼
ら
の
理
念
は
「
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
リ
ズ
ム
（
霊
祠
旨
蝉
三
ω
日
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
呼
ば
れ
、
開
明
的
と
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
議
員
の
一
部
や
官
庁
の
上
層
部
か
ら
の
反
発
を
受
け
、
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
の
改
革
は
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
効
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
～
八
八
○
年
代
に
次
の
調
査
委
員
会
が
発
足
し
た
と
き
、
官
僚
や
有
識
者
の
中
に
は
今
度
こ
そ

徹
底
し
た
改
革
が
行
わ
れ
る
、
と
大
き
な
期
待
を
か
け
る
も
の
も
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
人
々
の
期
待
を
受
け
、
次
の
調
査
委
員
会
が
～
八
八
六
年
に
改
革
の
さ
ら
な
る
進
展
の
た
め
に
発
足
し
た
。
政
府
が
新
し
い
委

員
会
に
調
査
を
指
示
し
た
の
は
、
「
場
合
や
状
況
が
許
す
限
り
に
お
い
て
、
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
改
革
は
概
し
て
完
壁
に
機
能
し
て
き
た
と
思
わ
れ

る
」
⑫
「
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
に
よ
っ
て
婁
さ
れ
た
組
織
改
革
が
叢
さ
れ
て
か
ら
＋
年
が
経
過
し
た
の
だ
か
ら
・
天
日
有
効
に
機

能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
再
検
討
す
べ
き
時
が
き
て
い
る
」
と
髪
た
か
ら
で
あ
愚
・
委
員
会
の
設
立
は
纂
制
度
の
一
部
で
は
な
く
・
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

体
に
対
す
る
総
合
的
な
調
査
の
必
要
性
か
ら
も
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
調
査
委
員
会
に
は
、
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
の
計
画
を
妨
げ
る
「
力
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
宮
庁
の
旧
体
質
」
を
も
考
慮
し
た
上
で
新
し
く
、
実
際
に
機
能
し
う
る
改
革
案
の
作
成
が
求
め
ら
れ
た
。

　
新
し
い
調
査
委
員
会
は
、
委
員
長
の
サ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
・
リ
ド
リ
ー
（
O
o
一
鴨
　
ζ
鋤
け
け
口
①
≦
　
ぐ
『
げ
耀
け
Φ
　
菊
一
面
一
Φ
《
）
の
名
を
取
っ
て
リ
ド

リ
i
委
員
会
と
呼
ば
れ
た
。
貴
族
出
身
の
保
守
党
中
堅
議
員
で
あ
っ
た
り
ド
リ
ー
を
中
心
に
、
委
員
会
は
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
よ
り
も
大
規
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

模
な
人
員
で
構
成
さ
れ
、
官
僚
制
度
を
調
査
す
る
上
で
初
の
勅
命
委
員
会
（
沁
O
矯
蝉
一
　
〇
〇
b
P
B
一
ω
ω
一
〇
5
）
に
任
じ
ら
れ
た
。
委
員
会
設
立
の
光
点
で

は
、
メ
ン
バ
ー
に
は
委
員
長
で
あ
る
リ
ド
リ
ー
の
他
、
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ウ
（
〉
緒
｝
げ
①
詳
毒
亀
ぎ
讐
8
u
d
お
を
巳
。
寒
国
巴
甲
。
≦
巳
。
≦
）
や
ロ
ス
チ
ャ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ル
ド
（
窯
鉾
げ
昏
（
邑
）
ζ
錯
興
沁
。
践
ω
。
匿
◎
）
、
リ
ン
デ
ン
（
幻
巴
9
カ
。
び
Φ
簿
を
幕
Φ
否
ご
昌
α
q
窪
）
ら
、
＝
一
人
が
委
員
に
名
を
連
ね
た
。

　
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
と
比
べ
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
は
出
身
や
背
景
が
判
明
す
る
者
が
多
い
。
そ
れ
は
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
任
命
時
点
、
な

い
し
は
後
に
貴
族
に
寝
せ
ら
れ
た
り
、
爵
位
を
得
た
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
計
画
し
た
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
（
実

施
時
期
は
保
守
党
政
権
下
）
の
時
と
は
異
な
り
、
委
員
は
保
守
党
の
政
治
家
や
支
持
者
に
ほ
ぼ
偏
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
貴
族
や
実
業
家
出
身
者
が

多
い
の
も
、
こ
の
委
員
会
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
た
な
改
革
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
学
者
を
委
員
会
の
申
心
と
し
て
い
た
プ
レ
イ
フ
ェ

ア
委
員
会
と
は
異
な
る
視
点
の
導
入
を
、
政
府
が
企
図
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
学
者
申
心
の
理
想
主
義
的
な
改
革
案
か
ら
貴
族

や
実
業
家
が
主
導
す
る
（
上
層
部
な
ど
か
ら
の
反
発
が
少
な
い
）
実
現
可
能
な
改
革
案
へ
と
、
官
僚
制
度
改
革
の
方
針
が
転
換
し
た
と
い
え
る
。

こ
れ
は
、
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
が
官
僚
機
構
全
体
に
対
す
る
改
革
を
提
起
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
が
改
革
の
対
象
を

主
に
下
級
官
吏
以
下
に
絞
り
、
上
級
職
の
改
革
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
リ
ド
リ
i
委
員
会
は
一
八
九
〇
年
ま
で
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

続
け
、
四
巻
の
調
査
報
告
書
を
議
会
に
上
程
し
た
。
一
九
世
紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
お
い
て
、
勅
命
委
員
会
の
設
置
は
特
別
な
意
味
を
持

っ
た
。
そ
れ
は
議
会
で
の
宮
僚
制
度
改
革
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
示
す
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
改
革
が
そ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
リ
ド
リ
ー
委
員
会
は
官
僚
だ
け
で
な
く
、
公
の
報
酬
を
受
け
る
公
僕
全
般
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
。
一
八
八
○
年
代
半
ば
に
お
い
て
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

府
職
員
の
人
件
費
は
一
八
四
〇
年
代
の
二
倍
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
、
委
員
会
も
既
存
の
官
僚
組
織
を
再
組
織
化
す
る
必
要
性
を
熟
知
し

　
　
⑫

て
い
た
。
不
適
当
な
支
出
を
防
ぎ
、
効
率
的
な
予
算
の
運
用
を
目
指
す
た
め
、
委
員
た
ち
に
は
「
宮
庁
で
の
業
務
が
効
率
的
か
つ
経
済
的
に
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
無
駄
は
省
か
れ
て
い
る
か
、
手
続
方
法
は
改
善
さ
れ
て
い
る
か
、
管
理
シ
ス
テ
ム
に
欠
陥
が
あ
っ
た
り
不
必
要
に
複

雑
化
さ
れ
た
り
し
て
い
な
い
か
」
の
検
討
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
が
宮
僚
に
関
す
る
三
つ
の
裁
き
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な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
と
は
、
昇
進
の
基
準
、
規
定
時
間
外
労
働
（
い
わ
ゆ
る
残
業
）
、
人
件
費
削
減
に
関
す
る
問
題

で
あ
っ
た
。

　
昇
進
の
問
題
に
つ
い
て
、
リ
ド
リ
i
委
員
会
は
前
任
の
委
員
会
隅
様
、
「
年
功
（
ω
①
甑
。
吋
身
）
で
は
な
く
、
業
績
に
よ
る
昇
進
の
重
要
性
を
強

　
　
　
⑳

調
」
し
た
。
特
に
下
級
官
吏
に
つ
い
て
は
、
「
年
功
に
よ
る
慣
例
的
昇
進
が
業
務
に
多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
全
て
の
官
庁
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
の
支
局
で
業
績
に
応
じ
た
昇
進
の
原
則
［
中
略
］
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
力
説
し
た
。
規
定
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
は
、
調
査
委
員
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ち
は
一
日
の
就
労
時
間
を
公
式
に
七
時
間
に
統
一
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
人
件
費
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
宮
庁
の
統
廃
合
と
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰

齢
官
僚
に
対
す
る
定
年
制
度
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
人
件
費
を
安
く
上
げ
る
た
め
に
、
女
性
官
吏
の
雇
用
を
促
進
す
る
必
要
性
も
報
告
さ
れ
た
。

こ
う
い
つ
た
提
案
を
通
じ
て
、
調
査
委
員
会
は
支
出
の
実
質
的
な
削
減
と
業
務
効
率
の
上
昇
を
目
指
し
た
。
リ
ド
リ
i
委
員
会
が
作
り
上
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

制
度
的
枠
組
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
第
～
次
世
界
大
戦
直
前
ま
で
利
用
さ
れ
続
け
た
。

　
①
9
輿
芝
Φ
げ
㊦
B
ミ
。
ミ
§
旨
き
贈
ミ
㌔
肉
⑭
防
醇
恥
き
留
職
ミ
§
”
↓
§
乾
黛
㌧
ミ
　
　
騨
お
蓼
勘
⑦
ミ
黄
竈
。
。
％
N
謎
も
。
（
一
じ
O
口
O
O
口
’
H
㊤
G
◎
O
）
［
大
久
保
桂
子
訳
明
財
政
腱
軍

　
　
ミ
§
気
§
軋
ミ
ミ
§
辱
ミ
。
織
N
ミ
§
、
身
ミ
浅
蛍
O
Q
ミ
、
畑
康
9
￥
電
鉢
　
　
　
　
　
事
国
家
の
衝
撃
一
戦
争
・
カ
ネ
・
イ
ギ
リ
ス
国
家
　
一
①
。
。
◎
。
山
刈
○
。
。
。
睡
（
名
古
屋
大

　
　
き
葬
（
い
。
口
α
o
鐸
｝
罐
。
。
）
［
邦
訳
は
阿
閉
吉
男
他
訳
剛
官
僚
制
』
（
角
川
文
庫
、
一
　
　
　
　
掌
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
H
ま
た
本
稿
で
は
論
じ
な
い
も
の
の
、
一
九
世
紀
後

　
　
九
五
八
年
＞
H
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け
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財
政
機
構
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改
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に
つ
い
て
は
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国
家
効
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（
墨
餌
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口
巴
㊦
熱
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②
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
世
紀
ま
で
、
バ
ト
ロ
ネ
ジ
や
売
窟
制
と
い
っ
た
既
存
の
慣

　
例
が
有
効
性
を
認
め
ら
れ
て
行
政
機
構
に
残
存
し
て
い
た
。
国
家
が
そ
れ
ら
に
財

　
政
的
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
、
近
世
イ
ギ
リ
ス
の
行
財
政
機
構
の
特
徴

　
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
大
不
況
の
影
響
な
ど
か
ら
つ
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に
、
公
僕
に
か
か
る
人
件
費
の
負
担
に
よ
っ
て
国
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押
し
つ
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さ
れ
そ
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に

　
な
り
、
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が
官
僚
制
度
改
革
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い
う
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行
財
政
機
構
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抜
本
的
な
構
造
改
革
を

　
促
し
た
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ゆ
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と
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改
革
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す
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プ
ロ
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ガ
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徳
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弊
］
の
端
的
な
例
と
さ
れ
、
　
一
九
世
紀
の
改
革
者
た
ち
に
厳
し
く
批
判
さ
れ

　
た
。
ω
Φ
Φ
冒
ず
口
じ
d
毎
≦
①
鉾
雛
鳥
の
凡
ミ
ミ
吻
勲
、
◎
ミ
ミ
、
き
き
さ
、
N
塁
℃
ミ
ミ
鄭
討
鳴

　
ユ
窪
。
《
）
改
善
運
動
」
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。

③
b
σ
．
、
鍾
N
Q
。
総
ム
動
×
目
（
ω
合
O
o
o
鴫
。
h
簿
①
寄
8
露
8
同
3
Φ

　
国
惹
昆
墨
口
g
o
h
O
き
蝕
α
㌶
Φ
。
。
h
o
N
9
①
》
薯
。
圃
口
酢
8
Φ
簿
。
隔
〉
ω
。
。
｝
の
鼠
篤

　
の
霞
O
q
Φ
o
ロ
ぎ
穿
Φ
G
Q
興
く
幽
。
①
o
h
昏
①
国
器
け
ぎ
虫
即
O
o
ヨ
℃
耳
穴
）
．
マ
コ
ー
リ
ー
の
改

　
革
案
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
即
｝
．
ζ
○
霞
ρ
．
↓
匿
〉
σ
o
蒙
。
謬
o
h
℃
鋤
霞
。
ロ
9
9
q
Φ
ぎ

　
夢
Φ
営
＆
き
Ω
亀
ω
興
鼠
。
Φ
彗
ユ
昏
Φ
Ω
o
。
。
に
『
①
o
h
国
巴
塁
9
蔓
O
o
蕾
ゆ
q
の
．
，
↓
、
ミ

　
無
辺
ミ
騎
ミ
智
ミ
ミ
ト
〈
o
一
為
山
（
一
〇
①
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照
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④
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旧
き
腐
敗
」
に
関
し
て
は
、
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ー
ビ
ン
ス
テ
イ
ン
が
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
一

　
八
世
紀
初
頭
か
ら
改
革
の
時
代
ま
で
贈
賄
し
た
り
買
収
し
た
り
し
た
い
と
思
っ
た

　
対
象
に
与
え
た
恩
給
や
閑
職
、
不
当
な
報
酬
が
蔓
延
し
て
い
る
状
態
」
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こ
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時
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期
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
完
全
に
浸
透
し
て
い
た
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徴
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だ
と
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い
る
。
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ェ
ッ
ト
は
当
時
、
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ッ
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ォ
ー
ド
大
学
ベ
イ
リ
ヤ
ル
校
の
チ

　
ュ
ー
タ
ー
で
、
後
に
同
学
寮
長
に
就
任
し
た
入
物
。
ま
た
ヴ
ォ
ー
ン
は
ハ
ロ
ー
校

　
校
長
、
リ
ゲ
ル
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
校
校
長
で
、
後
に
ク
ラ
イ
ス
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チ
ャ
ー
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。
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一
七
世
紀
宋
ま
で
の
国
家
は
、
税
金
の
徴
収
を
私
的
な
徴
税
講
負
人
組
合
に
委

　
託
し
て
い
た
。
し
か
し
一
八
世
紀
に
入
り
、
社
会
を
国
家
権
力
に
強
力
に
組
み
込

　
む
手
段
と
し
て
行
政
府
の
能
力
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、
官
職
保
有
者
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曲
∩
甲

　
ず
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鶏
ω
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に
よ
る
行
財
政
機
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の
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た
。
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行
政
府
は
、
以
前
の
組

　
織
や
機
構
を
一
掃
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さ
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わ
る
技
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と
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験
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で
あ
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と
な
る
大
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博
物
館
な
ど
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な
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近代イギリス官僚制度改革史再考（水田）

　
の
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し
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。
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独
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級
職
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級

　
職
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う
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た
。
こ
れ
に
対
し
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
は
、
管
理
職
、

　
上
級
官
僚
、
下
級
宮
窪
、
年
少
雑
用
係
（
〉
α
邑
巨
ω
群
国
弱
く
Φ
○
鵠
。
霞
ω
．
霊
帥
q
冨
鉾

　
り
。
≦
興
9
≦
ω
δ
高
き
住
ω
o
《
Ω
の
葺
ω
）
か
ら
成
る
新
し
い
等
級
と
そ
れ
に
伴
う

　
昇
進
制
度
を
提
案
し
た
。
し
d
．
＜
．
団
¢
ヨ
O
畔
Φ
誘
Ψ
Ω
ミ
蹄
織
N
9
斡
§
嵩
§
黙
鴨
Q
ミ

　
の
ミ
鮭
題
（
○
×
8
「
α
、
H
O
㎝
c
Q
）
噂
冒
．
輿

⑱
≦
Φ
震
蕩
ω
閑
駐
■
さ
ミ
。
諜
ミ
～
織
9
ミ
魯
§
織
§
融
駄
身
§
℃
』
§
愛
ミ

　
岩
団
嚇
卜
。
ミ
㌔
暮
㌣
駄
の
h
冨
袷
ミ
鳴
ミ
恥
（
い
8
山
。
算
勺
帥
臣
ρ
Σ
①
ξ
鴫
。
「
評
卸

　
ζ
巴
σ
8
ヨ
ρ
一
〇
。
8
）
’
P
陣
O
．

⑲
Q
ミ
⑦
ミ
§
鳴
律
ミ
§
［
O
給
】
噂
ζ
9
・
べ
簿
多
あ
ミ
（
離
。
．
8
一
）
も
．
b
。
嵩
山
峯

　
．
謹
騨
鴇
富
ヨ
ω
ヨ
．
．

⑳
こ
う
い
つ
た
議
員
や
上
層
部
も
官
僚
制
度
改
革
自
体
に
反
対
し
て
い
た
わ
け
で

　
は
な
い
。
人
件
費
の
増
大
な
ど
と
の
絡
み
で
、
程
度
の
違
い
は
あ
れ
、
彼
ら
も
効

　
率
的
な
行
政
機
構
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
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味
で
、
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を
単
純
な

　
門
改
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反
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す
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と
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ら
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反
発
し
た
の
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ら
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影
響
力
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ぼ
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う
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ト
ロ
ネ
ジ
や
買
官
制
で
の
旨
み
と
い
っ
た
既
得
権
益

　
が
、
新
し
い
選
抜
、
昇
進
基
準
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

　
ゆ
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発
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燗
入
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理
由
や
事
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か
ら
発
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ら
れ
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あ
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ら
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枚
岩
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終
焉
」
1
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
宮
僚
制
度

　
改
革
と
能
力
主
義
の
浸
透
1
」
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
、
第
九
号
〈
特

　
集
　
社
会
秩
序
と
互
酬
制
　
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
と
紛
争
研
究
の
接
点
を
め
ぐ
っ

　
て
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
9
8
ヨ
磐
卿
9
Φ
三
婆
鐸
冨
鴨
ミ
ヤ
§
ミ
亀
駄
ム
織
ミ
ミ
論
ミ
賊
臣
沁
魯
ミ
．
・
、

　
P
q
9
同
時
代
的
な
史
料
と
し
て
は
、
Q
ミ
⑦
ミ
職
鼠
§
ミ
題
［
G
の
↓
｝
閃
Φ
げ
．

　
一
G
。
レ
○
。
Q
。
0
（
コ
O
」
）
噸
O
b
」
1
卜
。
¶
．
Ω
≦
ω
興
く
器
ω
幻
①
－
o
同
伽
Q
婁
N
選
一
〇
口
、
を
参
照
の
こ
と
。
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5
耳
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ω
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圃
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け
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0
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簿
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圃
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力
。
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四
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置
。
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δ
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。
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ρ
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げ
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け
冨

　
閣
。
口
け
妙
げ
財
ω
細
謹
Φ
離
＄
　
O
h
　
叶
げ
①
　
∪
一
望
の
「
Φ
”
け
　
○
鰺
O
①
ω
　
O
h
Q
り
酔
ω
甘
Φ
　
p
ρ
け
　
団
O
ヨ
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国
コ
α

　
〉
び
8
巴
）
嚇
P
郵

⑳
§
、
謹
ミ
ω
匹
ω
巴
①
ρ
＜
⊆
．
ω
8
（
缶
O
¶
ω
Φ
O
．
一
ω
、
一
〇
Q
O
◎
①
）
．
。
。
」
①
㊤
山
嶽
ρ

⑮
　
6
ぎ
蜀
巨
亀
ω
Φ
8
巳
「
8
g
｛
・
P
陶
×
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⑳
建
学
職
ミ
．
。
。
乙
ω
①
瀞
。
。
．
〈
9
ω
8
（
口
ρ
ω
Φ
弓
」
ω
篇
。
。
。
。
①
）
’
8
」
①
O
∴
刈
ρ
貴
族

　
の
子
弟
で
あ
り
、
後
に
初
代
子
爵
と
な
っ
た
り
ド
リ
…
は
、
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
と
同

　
じ
一
八
六
八
年
に
、
父
親
の
地
盤
を
継
い
で
保
守
党
の
議
員
と
な
っ
た
。
ソ
ー
ル

　
ズ
ベ
リ
ー
が
一
八
九
五
年
に
政
局
に
復
帰
し
た
際
に
は
、
新
政
府
の
内
務
大
臣
に

　
任
ぜ
ら
れ
た
。
リ
ド
リ
ー
は
様
々
な
委
員
会
に
名
を
連
ね
た
が
、
　
一
八
八
六
年
に

　
調
査
委
員
会
に
抜
擢
さ
れ
る
ま
で
、
官
僚
制
度
に
ほ
ぼ
関
わ
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

　
た
。

⑳
　
リ
ド
リ
ー
委
員
会
は
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
と
は
対
照
的
に
肯
定
的
に
評
価
さ

　
れ
た
。
悔
。
同
Φ
×
p
。
ヨ
覧
ρ
ω
①
o
｝
卍
℃
①
一
δ
葦
類
器
き
ミ
鳴
§
冒
N
O
O
軽
○
。
－
N
℃
N
《

　
》
o
ミ
Q
鴨
浅
ミ
も
◎
ミ
鳴
§
q
ミ
冴
（
］
U
O
5
α
O
臣
噂
一
Φ
Q
o
N
）
層
P
ω
ρ

⑱
　
委
員
の
中
で
五
入
が
貴
族
で
あ
り
、
三
人
が
実
業
家
、
三
人
が
外
交
官
や
事
務

　
弁
護
士
と
い
っ
た
専
門
職
の
出
身
者
で
あ
っ
た
（
彼
ら
も
ほ
と
ん
ど
が
後
に
授
爵

　
な
い
し
は
貴
族
に
列
せ
ら
れ
た
）
。
ま
た
そ
の
中
で
自
由
党
の
政
治
家
は
工
人
だ

　
け
で
あ
っ
た
。

⑲
し
口
■
ヤ
ヤ
」
N
O
。
○
。
N
N
c
。
℃
O
（
閃
マ
ω
け
－
司
。
震
葺
幻
9
0
二
ω
o
h
芸
Φ
切
。
く
巴
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響
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．
　
一
八
四
七
～
四
八
年
に
は

　
二
七
五
八
万
工
千
ポ
ン
ド
だ
っ
た
政
府
の
人
件
費
は
、
一
八
八
六
～
八
七
年
に
は

　
六
～
五
五
万
～
千
ポ
ン
ド
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
。
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の
他
に
も
関
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と
内

　
国
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や
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省
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の
青
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が
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さ
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き
ミ
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⑳
　
リ
ド
リ
ー
改
革
案
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
就
労
時
間
は
官
庁
ご
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
例
え
ば
逓
信
省
は
六
時
間
勤
務
だ
っ
た
が
、
七
時
問
就
労
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る

　
官
庁
も
あ
っ
た
。
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皿
　
報
道
さ
れ
る
改
革

　
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
官
僚
制
度
の
問
題
や
そ
の
改
革
は
、
行
政
上
の
重
要
懸
案
と
し
て
高
い
関
心
を
集
め
、
ま
た
解
決
が

期
待
さ
れ
続
け
た
。
し
か
し
官
僚
制
度
改
革
は
同
時
に
、
改
革
を
「
主
動
」
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
「
受
動
」
す
る
側
、
つ
ま
り
改
革
の
結
果

を
受
け
て
そ
の
枠
組
み
に
従
う
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
改
革
の
情
報
が
「
主
動
」
側
か
ら
「
受

動
」
側
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
は
、
官
僚
制
度
改
革
の
展
開
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に

は
、
官
僚
た
ち
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
改
革
に
関
す
る
情
報
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
次
に
、
一
一
つ
の
宮
阜
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

週
刊
紙
、
一
八
七
〇
年
代
に
発
行
さ
れ
た
Q
ミ
の
ミ
ミ
融
沁
§
執
§
（
C
S
R
）
紙
と
、
～
八
八
○
～
九
〇
年
代
の
9
ミ
N
⑦
ミ
ミ
融
§
§
題
（
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

S
T
）
紙
の
報
道
に
注
目
す
る
。
一
八
六
〇
～
九
〇
年
代
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
「
新
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
時
代
と
呼
ば
れ
た
活
字
メ
デ
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③

イ
ア
の
「
黄
金
期
」
で
あ
り
、
官
僚
を
主
な
購
読
者
に
据
え
る
新
聞
紙
も
発
行
さ
れ
た
。
官
僚
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
新
聞
の
記
事
や
報
道
を
読

み
、
同
紙
に
彼
ら
の
意
見
や
感
想
を
投
稿
し
た
。
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
、
自
分
た
ち
向
け
に
仕
事
や
キ
ャ
リ
ア
、
日
常
生
活
、
余
暇

に
有
益
な
情
報
を
掲
載
し
て
く
れ
る
、
恰
好
の
専
門
的
情
報
媒
体
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
紙
が
全
官
僚
の
意
思
を
代
弁
し
た
と
は
い

え
な
い
。
ま
た
当
時
の
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
、
官
僚
向
け
新
聞
だ
け
が
改
革
に
関
す
る
情
報
源
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
上

級
の
官
僚
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
や
大
学
と
い
っ
た
同
窓
生
に
よ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
出
身
階
級
に
基
づ
く
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
情
報
の
交
換
が
機
能
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
官
僚
向
け
新
聞
は
誰
で
も
入
手
で
き
、
上
下
級
の
垣
根
を
越
え
て
両
者
が
同
じ

情
報
に
同
じ
よ
う
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
多
様
な
「
現
場
の
官
僚
た
ち
」
を
一
括
り
に
し
て
論
じ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
「
受
動
」
側
へ
の
情
報
伝
播
を
考
察
す
る
上
で
、
こ
う
い
つ
た
専
門
の
新
聞
は
間
違
い
な
く
重
要
な
見
解
の
一
つ
で
あ
り
、

特
に
宮
僚
た
ち
に
対
し
て
改
革
が
ど
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
か
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
分
析
は
有
効
だ
と
考
え
る
。

　
官
僚
向
け
新
聞
の
記
者
た
ち
は
調
査
委
員
会
の
活
動
を
追
い
か
け
、
彼
ら
の
提
案
や
聞
き
取
り
面
談
の
概
略
な
ど
を
報
道
し
、
そ
れ
ら
に
解

説
を
加
え
た
。
例
え
ば
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
の
提
案
に
関
し
て
、
C
S
R
紙
の
記
者
た
ち
は
能
力
主
義
の
導
入
、
つ
ま
り
業
績
に
応
じ
た
昇

進
お
よ
び
公
開
競
争
試
験
制
度
に
注
目
し
た
。
彼
ら
は
、
バ
ト
ロ
ネ
ジ
は
間
違
い
な
く
悪
弊
だ
と
認
識
し
た
が
、
同
時
に
公
開
競
争
試
験
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

不
備
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
は
彼
ら
が
、
能
力
主
義
に
偏
重
し
す
ぎ
て
は
行
政
統
治
に
相
応
し
く
な
い
人
材
を
官
僚
に
し
て
し
ま
い
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
い
と
憂
慮
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
委
員
会
の
活
動
が
進
む
に
つ
れ
、
記
者
た
ち
は
新
し
い
制
度
へ
の
不
安
は
残
る
も
の
の
、
徐
々
に

能
力
主
義
の
有
効
性
の
方
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
C
S
R
紙
の
あ
る
記
者
は
、
能
力
主
義
の
導
入
を
「
頭
脳
的
で
有
能
な
仕
事
振
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

当
然
の
こ
と
な
が
ら
［
家
柄
や
縁
故
と
い
っ
た
］
全
て
の
垣
根
を
取
り
壊
し
う
る
」
も
の
と
喜
ん
だ
。
彼
ら
は
能
力
主
義
に
よ
る
開
か
れ
た
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
リ
ド
リ
ー
委
員
会
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
C
S
T
紙
が
官
僚
に
情
報
を
も
た
ら
し
た
。
C
S
T
紙
で
は
官
僚
制
度
の
機
構
的
な
障
害
に
不
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

や
危
機
感
が
表
明
さ
れ
、
政
府
の
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
八
六
年
九
月
一
三
日
の
リ
ド
リ
ー
委
員
会
の
発
足
を
聞
い
た
C
S

43　（859）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

T
紙
の
記
者
た
ち
は
、
そ
の
活
動
と
提
案
に
期
待
を
寄
せ
た
。
彼
ら
は
「
リ
ド
リ
ー
委
員
会
は
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
の
教
訓
を
糧
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
の
信
念
に
相
応
し
い
草
案
を
作
成
す
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
。
ま
た
リ
ド
リ
ー
た
ち
が
通
常
の
調
査
委
員
会
で
は
な
く
、
議
会
に
お
け
る
関

心
や
重
要
度
が
高
い
こ
と
を
示
す
勅
命
委
員
会
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
、
記
者
た
ち
が
彼
ら
の
活
躍
に
期
待
し
た
要
因
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、

官
庁
の
上
層
部
や
議
員
の
一
部
が
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
改
革
に
反
対
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
ら
が
既
得
権
益
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
め
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
記
者
た
ち
が
よ
り
徹
底
し
た
改
革
の
必
要
性
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
記
者
た
ち
は
、
勅
命
委
員

会
に
よ
っ
て
既
得
権
益
の
よ
う
な
「
旧
き
腐
敗
」
が
打
破
さ
れ
、
官
僚
制
度
に
公
平
性
や
効
率
性
の
進
展
を
期
待
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
る
と
、
C
S
T
紙
は
そ
の
内
容
や
提
案
に
対
す
る
賛
否
両
論
を
報
道
し
た
。
例
え
ば
、
委
員
会
が
提
案
し
た
関
税
局
と

内
国
歳
入
庁
の
合
併
は
、
「
こ
れ
ら
の
高
給
で
比
較
的
役
に
立
た
な
い
役
職
を
削
る
こ
と
で
、
純
粋
に
経
済
的
利
益
が
得
ら
れ
る
」
と
し
て
好

　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

意
的
に
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
試
験
官
の
質
の
平
準
化
や
「
ク
ラ
ミ
ン
グ
（
。
冨
雪
沓
p
ひ
q
’
詰
め
込
み
勉
強
）
」
の
防
止
、
賃
金
の
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

な
ど
に
つ
い
て
は
有
効
な
対
策
が
施
さ
れ
て
い
な
い
と
、
記
者
た
ち
は
読
者
に
伝
え
た
。
リ
ド
リ
i
委
員
会
の
報
告
書
に
続
い
て
、
政
府
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

八
八
九
年
八
月
一
〇
日
に
第
二
次
報
告
書
を
下
敷
き
と
し
た
大
蔵
省
草
案
を
発
表
し
、
一
八
九
〇
年
に
は
新
た
な
枢
密
院
令
が
ピ
ー
ル
（
0
．
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

℃
①
①
一
）
に
よ
っ
て
告
知
さ
れ
た
（
一
八
九
〇
年
三
月
二
一
日
に
施
行
）
。
大
蔵
省
草
案
や
枢
密
院
令
が
発
表
さ
れ
る
と
、
C
S
T
紙
は
そ
の
全
文
を

　
　
　
⑱

掲
載
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
C
S
T
紙
の
記
者
た
ち
は
報
告
書
を
熱
心
に
分
析
し
、
彼
ら
な
り
の
官
僚
制
度
の
問
題
点
を
提
起
し
つ
つ
、
読
者

で
あ
る
官
僚
た
ち
に
改
革
の
情
報
を
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
こ
う
い
つ
た
官
僚
向
け
週
刊
紙
を
通
じ
て
官
僚
た
ち
が
入
手
で
き
た
改
革
に
関
す
る
情
報
は
、
ど
れ
ほ
ど
有
用
な
も
の
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
C
S
R
紙
の
記
者
た
ち
は
、
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
の
提
案
が
正
式
に
公
表
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
そ
の
要
諦
と
な
る
能
力
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

義
の
導
入
に
つ
い
て
記
事
に
し
て
き
た
。
C
S
R
紙
の
記
者
た
ち
は
そ
れ
ま
で
の
議
論
の
流
れ
や
活
動
か
ら
、
委
員
会
の
提
案
内
容
を
判
断
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
が
正
確
に
改
革
に
関
す
る
状
況
を
把
握
し
、
情
報
を
直
様
に
報
道
で
き
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

彼
ら
の
記
事
で
は
、
改
革
の
必
要
性
が
比
較
を
通
じ
て
説
明
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
企
業
や
外
国
政
府
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
職
員
や
官
僚
の
就
労
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状
況
と
自
国
の
官
僚
の
そ
れ
が
比
較
さ
れ
た
。
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
満
会
も
他
国
の
役
人
や
私
企
業
の
事
務
員
の
雇
用
制
度
に
関
心
を
払
っ
て
い

た
が
、
違
い
を
念
入
り
に
検
討
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
C
S
R
紙
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
職
員
や
古
代
ペ
ル
シ
ア
で

「
王
の
目
、
王
の
耳
」
と
称
さ
れ
た
役
人
、
同
時
代
の
中
国
官
僚
と
の
比
較
が
行
わ
れ
、
能
力
主
義
が
イ
ギ
リ
ス
の
官
僚
制
度
に
導
入
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
な
い
こ
と
の
弊
害
を
読
者
に
訴
え
た
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
早
く
、
科
挙
と
い
う
「
能
力
主
義
に
よ
る
選
抜
」
を
実
施
し
て
き
た
中
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

宮
僚
制
度
は
も
っ
と
も
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
く
、
高
評
価
に
値
す
る
先
例
で
あ
り
、
理
想
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。
こ
う
い
つ
た
比
較
を
通
じ
て

C
S
R
紙
の
記
者
た
ち
は
、
能
力
主
義
が
徹
底
さ
れ
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
官
僚
制
度
の
未
成
熟
さ
や
「
近
代
化
」
の
遅
れ
を
改
革
が
行
わ
れ
る
べ

き
理
由
と
し
て
読
者
に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
C
S
R
紙
や
C
S
T
紙
に
掲
載
さ
れ
た
改
革
に
関
す
る
記
事
は
、
読
者
に
想
定
さ
れ
た
官
僚
た
ち
に
具
体
的
で
即
時
性
の
強
い
情
報
を
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
し
た
。
一
般
紙
で
は
概
し
て
速
報
欄
に
一
～
三
行
で
委
員
会
の
設
置
や
報
告
書
の
提
出
が
報
じ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
官
僚
向

け
新
聞
の
記
者
た
ち
に
よ
る
独
自
の
分
析
や
比
較
を
通
じ
た
多
角
的
な
解
説
は
、
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
参
考
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
官
僚
向
け
週
刊
紙
の
記
者
た
ち
に
よ
る
報
道
に
支
え
ら
れ
、
改
革
の
情
報
は
「
主
動
」
側
か
ら
「
受
動
」
側
に
流
入
、
伝
播
し
て
い

っ
た
。
読
者
た
る
官
僚
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
情
報
を
官
僚
向
け
新
聞
の
報
道
か
ら
入
手
し
、
現
場
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
「
主
動
」
側

の
活
動
や
官
僚
制
度
改
革
の
展
開
に
注
目
し
た
の
で
あ
っ
た
。

①
　
～
八
七
三
年
版
の
咽
薪
聞
印
刷
業
名
柄
漏
一
男
§
篭
§
ミ
℃
濫
紹
b
㌣
鴨
9
0
並
）

　
に
よ
れ
ば
、
「
C
S
R
紙
は
独
立
系
の
雑
誌
で
、
国
家
公
務
員
の
福
祉
全
般
を
促

　
際
し
、
特
に
宮
僚
の
利
益
に
関
係
す
る
公
的
な
出
来
事
や
帝
国
的
な
問
題
に
つ
い

　
て
の
早
く
て
信
頼
で
き
る
情
報
を
提
供
し
、
聖
算
の
相
互
協
力
を
唱
導
し
、
統
治

　
行
政
へ
従
事
す
る
た
め
に
注
意
深
い
考
察
が
絶
え
ず
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
、
多
く

　
の
重
要
な
問
題
を
解
決
す
る
助
け
と
な
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
」
。
内
国
歳
入
庁

　
で
働
く
投
稿
者
に
よ
り
「
商
業
的
に
成
功
し
た
官
僚
向
け
新
聞
の
先
駆
け
」
と
称

　
さ
れ
た
同
紙
は
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
と
い
う
人
物
に
よ
り
毎
週
土
曜
に

　
発
行
さ
れ
る
ご
一
ペ
ン
ス
の
週
刊
新
聞
紙
で
あ
っ
た
。
O
G
Q
釦
霧
碧
N
ρ
H
O
。
司
（
類
。
■

　
卜
。
冨
）
．
O
唱
．
ω
○
。
○
。
1
ω
c
。
P
．
Ω
同
δ
く
撃
。
Φ
．
‘
発
行
者
の
オ
ー
ウ
ェ
ン
遍
羅
の
思
想
や
出
自

　
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
新
聞
印
刷
業
報
録
』
に
よ
れ
ば
、
同
新
聞
の
政

　
治
的
な
論
調
は
「
中
立
扁
で
あ
っ
た
。

②
～
八
八
六
～
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た
C
S
T
紙
は
、
パ
ー
ド
ン
ア
ン
ド
サ
ン
ズ

　
社
が
一
ペ
ニ
ー
で
発
売
し
た
独
立
系
の
週
刊
新
聞
で
あ
る
。
自
称
、
「
配
布
部
数

　
は
五
千
部
」
で
あ
っ
た
。
同
紙
に
は
～
般
的
な
記
事
の
他
に
、
読
者
か
ら
の
投
稿

　
文
や
編
集
記
、
書
評
、
議
会
の
動
陶
、
昇
進
異
動
情
報
、
運
動
ク
ラ
ブ
か
ら
の
広
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報
、
試
験
の
情
報
、
芸
術
評
論
、
音
楽
お
よ
び
演
劇
の
情
報
、
劇
場
ガ
イ
ド
な
ど

　
が
掲
載
さ
れ
た
。
パ
ー
ド
ン
ア
ン
ド
サ
ン
ズ
社
は
、
主
要
な
新
聞
社
が
集
ま
っ
て

　
い
た
こ
と
で
有
名
な
ロ
ン
ド
ン
の
フ
リ
ー
ト
街
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
印
刷
業
、

　
出
版
業
を
営
ん
で
い
た
。
政
治
的
な
論
調
に
つ
い
て
は
、
『
新
聞
印
刷
業
名
録
』

　
で
C
S
R
紙
と
同
じ
く
「
中
立
」
と
さ
れ
て
い
る
。
C
S
R
紙
、
C
S
T
紙
と
も

　
に
版
元
の
情
報
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、
同
紙
の
創
刊
、
廃
刊
理
由
や
ど
の
程

　
度
の
商
業
利
益
を
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
詳
細
に
つ
い
て
、
本
稿
に
あ

　
る
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

③
　
旨
○
．
し
σ
国
覧
。
戸
、
↓
げ
①
ゆ
臨
口
路
℃
お
。
。
ρ
｝
○
。
①
H
1
6
蕊
．
層
ぎ
P
O
庭
漆
警
ω
（
Φ
Ω
．
）
、

　
↓
ぎ
両
鴇
遷
叙
ミ
誌
ミ
織
ミ
」
さ
鳴
し
口
、
ミ
簿
℃
ミ
鈎
㌧
N
へ
賠
丸
§
（
螺
①
芝
鴫
。
同
置
6
0
N

　
O
P
ω
ω
ー
ホ
）
．
P
ω
ω
一
〉
．
ぴ
Φ
ρ
暴
僑
O
、
蒔
帖
誠
駄
味
ぎ
、
9
ミ
ミ
㌔
、
鳴
鈎
§

　
奪
茜
N
§
ミ
N
O
。
蜘
笥
丸
℃
N
職
（
］
U
O
路
傷
O
賢
’
｝
ゆ
刈
①
〉
■
b
」
H
N
本
稿
で
扱
う
二
紙
以
外
に

　
も
、
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
官
僚
に
向
け
て
発
売
さ
れ
た
新
聞
は

　
数
多
く
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
9
ミ
の
ミ
ミ
融
9
器
§
（
一
〇
〇
ら
n
ω
一
｝
O
卜
⊃
①
）
’
9
ミ

　
的
ミ
ミ
亀
G
§
職
ミ
織
鷺
（
｝
○
O
Q
Q
ω
一
同
Φ
一
①
）
’
9
ミ
N
恥
ミ
ミ
題
O
o
ミ
愚
僑
ミ
ミ
（
お
G
。
心
1

　
お
一
①
）
、
G
帖
ミ
縛
N
竃
融
郎
愚
篤
ミ
ミ
（
一
。
◎
c
。
㎝
山
G
。
O
o
。
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
↓
ぎ

　
9
ミ
§
N
の
よ
う
に
、
販
売
対
象
を
逓
信
省
の
官
僚
に
特
化
し
た
新
聞
も
発
売
さ

　
れ
た
。

④
O
⑦
挿
冒
雛
．
卜
。
。
。
し
。
。
認
（
昌
。
．
O
）
．
o
p
6
。
。
∴
ゆ
9
．
↓
冨
零
ぎ
。
堂
①
ω
o
団

　
℃
「
O
ヨ
O
甑
O
P
．
9

⑤
G
の
知
〉
¢
瞬
b
。
㊤
し
。
。
認
（
郡
。
．
ざ
）
■
薯
．
罐
。
。
ふ
お
噂
、
↓
冨
O
。
戸
戸
①
簿
ぞ
①

　
≦
毘
p
。
江
．
．

⑥
露
．
O
①
。
．
N
◎
同
。
。
課
（
口
。
．
Q
O
刈
）
も
p
。
。
卜
。
㌣
。
。
鎚
．
沁
Φ
。
H
σ
q
器
N
毘
8
．
9

⑦
G
⑦
知
ζ
霞
畠
卜
。
伊
お
刈
①
（
5
0
．
一
路
）
・
箸
」
Φ
㎝
∴
Φ
①
¶
、
↓
匿
即
Φ
の
Φ
三

　
〇
〇
謬
。
励
け
評
；
鉱
O
賢
O
明
け
『
Φ
O
ぞ
臨
ω
①
H
≦
O
①
．
．

⑧
8
8
｝
き
巴
N
H
。
。
。
。
①
（
琴
邑
’
噛
や
b
。
ω
。
。
山
G
。
伊
．
自
陣
け
9
鉱
ぎ
譜
乾
．

⑨
し
◎
㌔
㌔
こ
N
。
。
。
。
9
鶏
§
（
O
．
轟
Q
。
Q
。
ω
）
・

⑩
8
捕
ぎ
タ
①
レ
。
。
。
。
①
（
琴
ω
㊤
）
、
u
b
．
器
？
㎝
①
。
。
噛
．
臣
ぎ
「
霞
ぎ
8
里

⑪
8
8
男
Φ
げ
．
b
。
N
H
。
。
。
。
①
（
き
．
ω
）
も
P
鱒
甲
卜
。
①
．
、
日
ぎ
Ψ
8
8
巴
O
o
田
邑
。
。
。
・
6
ロ

　
o
h
同
口
ρ
巳
玉
野
8
葺
Φ
芝
。
搬
鐵
5
0
q
o
h
曄
Φ
℃
訂
覧
臥
門
G
o
O
匡
。
ヨ
Φ
げ

⑫
全
て
の
報
告
書
は
か
な
り
の
部
数
が
印
刷
さ
れ
販
売
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
記
者
た
ち
の
中
に
は
そ
れ
を
「
良
い
兆
候
だ
」
と
考
え
る
者
も
い
た
。
O
的
8

　
0
。
＝
㎝
レ
。
。
。
。
刈
（
昌
ρ
O
Q
Q
o
〉
も
。
．
H
ω
し
。
b
。
山
ω
⊆
。
《
．
臣
ぎ
脱
戴
冠
g
①
ω
、
．

⑬
8
8
崔
く
①
レ
。
。
。
。
㊤
（
⇒
ω
笥
ρ
H
）
も
。
．
切
よ
■
、
↓
耳
α
閃
8
。
溝
。
津
冨
霊
亀
Φ
＜

　
O
o
3
5
帥
ω
臥
。
づ
．
一
〇
も
ら
B
｝
¢
貯
ρ
H
O
。
○
○
㊤
（
謬
ω
コ
。
レ
）
噂
や
ρ
．
国
2
8
ユ
定
窯
9
①
ω
．
・

⑭
G
⑦
8
＞
9
歯
N
｝
。
。
。
。
㊤
（
諺
5
ρ
ヨ
．
P
6
N
、
〉
Ω
＜
出
ω
Φ
急
8
闘
×
帥
巨
訂
興

　
8
Ω
乱
ω
興
く
幕
O
。
多
知
禦
ぎ
瓢
ω
．
一
Ω
の
8
乞
。
＜
．
ω
レ
。
。
。
。
。
。
（
昌
ρ
＝
。
。
）
も
扇
ω
ω
、

　
…
O
鑓
ヨ
饗
ぎ
髄
q
．
．
8
H
口
銭
日
ぎ
9
戯
。
濤
．
．
ク
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
水
田
大
紀

　
コ
九
世
紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
官
僚
制
度
改
革
と
ク
ラ
ミ
ン
グ
ー
1
自
助

　
に
よ
る
「
競
争
精
神
」
の
浸
透
1
」
、
『
西
洋
史
学
』
、
第
一
二
九
号
（
一
七
…

　
三
七
頁
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

⑮
G
⑦
8
0
9
N
O
レ
G
。
G
。
。
。
（
づ
ρ
置
一
）
。
p
㎝
0
9
、
Ω
鑓
曾
毘
8
ω
＜
興
鐙
ω
O
冨
ω
ヨ
ω
．
．

⑯
勤
、
．
♪
N
O
。
亀
’
卜
融
（
ω
ω
ρ
ギ
＄
ω
¢
蔓
≦
コ
三
ρ
〉
¢
碧
ω
貼
出
。
。
ρ
。
路

　
ω
Φ
8
旨
畠
ヵ
Φ
O
o
訴
。
団
菊
。
矯
風
。
一
〇
〇
ヨ
監
置
ω
帥
o
p
o
路
Ω
＜
躍
三
下
p
。
窪
『
ぴ
ヨ
Φ
口
け
。
。
）
．

⑰
8
N
ζ
鍵
畠
N
ρ
｝
。
。
㊤
O
（
諺
賢
ρ
一
ω
）
も
p
嵩
O
山
9
．
O
a
Φ
二
口
0
。
零
。
蔦

　
両
ω
3
σ
謡
の
『
ぎ
ぴ
Q
号
Φ
ω
ω
O
O
謬
焦
O
ぞ
一
ω
陣
。
頃
、
．

⑱
8
8
閃
①
げ
レ
切
レ
。
。
8
（
づ
ω
ゆ
。
・
“
）
も
や
刈
。
。
歯
O
、
、
爵
①
ω
Φ
8
巳
9
＜
匪
。
戸
－

　
↓
同
＄
ω
霞
く
ζ
ぎ
黛
Φ
．
一
8
N
竃
嚢
。
誘
げ
ト
⊃
9
扇
O
O
（
鄭
。
D
コ
。
」
ω
）
、
℃
℃
．
顧
O
山
暫
・

　
．
○
巳
費
ぢ
O
o
［
5
色
両
ω
鐙
σ
誇
げ
ぎ
凶
夢
Φ
ω
①
8
づ
α
U
貯
巨
。
巨

⑲
第
一
次
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
る
以
前
の
、
能
力
主
義
導
入
に
関
す
る
記
事
と
し

　
て
は
、
例
え
ば
露
’
冒
P
鱒
。
。
．
同
Q
。
刈
ω
（
昌
ρ
㊤
）
．
O
P
お
○
。
山
O
Φ
魍
．
日
7
①
勺
甑
口
9
昆
Φ

　
o
囲
勺
「
o
営
。
江
。
口
．
…
ζ
餌
く
H
ρ
あ
置
（
づ
ρ
㎝
㎝
）
’
O
．
ω
O
N
、
殉
Φ
」
Φ
o
甑
0
5
0
「

　
ω
Φ
δ
o
口
。
口
叩
．
一
〉
⊆
瞬
b
⊃
㊤
篇
。
。
課
（
降
。
気
O
V
曝
O
．
課
9
．
竃
霞
詳
①
α
勺
「
o
ヨ
。
自
。
冨
．
　
O
o
け

　
一
ρ
蕊
鳶
（
笥
。
．
刈
①
）
噛
O
℃
．
2
G
Q
よ
心
《
．
勺
8
白
。
自
。
訂
σ
く
ζ
Φ
注
げ
．
一
U
①
o
．
N
ρ
蕊
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（
コ
ρ
Q
Q
O
）
冒
ロ
ロ
．
○
。
卜
。
㌣
Q
。
b
。
㌍
．
幻
Φ
O
「
α
q
き
碍
四
臨
8
．
な
ど
を
参
照
。

⑳
Ω
路
写
窯
O
タ
b
。
H
藁
。
。
黛
ハ
ロ
ρ
。
。
卜
。
）
’
P
課
。
。
り
、
℃
8
ヨ
。
欝
P
び
く
ζ
Φ
簿
写
讐
①

　
b
σ
黛
。
艮
。
｛
国
護
㌶
コ
兜

⑳
露
噂
冒
牙
メ
｝
。
。
ミ
（
口
0
9
㌶
○
。
）
も
．
A
。
。
企
．
↓
冨
O
甑
器
ω
Φ
Ω
＜
牒
。
。
Φ
鼠
8
．
．
記

　
事
で
は
、
「
成
績
が
中
国
官
僚
の
進
歩
的
な
性
格
を
形
作
っ
て
い
る
要
素
」
、

　
「
我
々
の
政
府
で
さ
え
、
国
家
と
行
政
の
外
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、

　
中
国
の
そ
れ
［
理
論
や
制
度
嗣
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
」

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
読
み
書
き
能
力
の
普
及
率
や
基
礎
教
育
の
水

　
準
と
い
っ
た
点
で
、
C
S
R
紙
は
中
国
を
過
大
に
評
価
し
て
い
た
。
亀
山
Φ
×
9
ヨ
ー

　
豆
ρ
ω
①
①
露
¶
〉
口
瞬
幽
」
○
。
ミ
（
”
ρ
ト
っ
b
⊃
b
∂
）
、
P
黛
N
、
↓
冨
Ω
≦
Q
り
興
≦
o
①
ぎ

　
9
ヨ
p
。
．
．
記
事
で
は
「
中
国
国
民
三
億
六
千
万
人
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
億
人

　
は
読
み
書
き
が
出
来
る
。
広
大
な
帝
国
で
は
殆
ど
全
て
の
男
性
が
日
常
生
活
に
は

　
十
分
な
ほ
ど
読
み
書
き
可
能
で
あ
り
」
、
「
男
性
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
女
性
の
教
育

　
も
疎
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
」
と
報
じ
ら
れ
た
。

⑫
閏
。
同
①
惹
ヨ
豆
ρ
ω
Φ
Φ
ト
ミ
駐
ミ
ミ
ミ
舜
U
Φ
o
．
一
P
同
Q
。
鐸
、
Q
り
O
の
。
芭

　
O
o
疑
Φ
。
・
℃
o
巳
象
8
．
「
、
§
塁
ミ
ミ
無
ミ
耐
職
§
ミ
黛
鳩
ミ
ミ
叫
良
ミ
繕
職
↓
§
舞

「
受
動
」
側
の
官
僚
制
度
改
革

閃
。
σ
．
一
G
。
」
○
。
刈
α
も
．
さ
b
。
’
、
O
ぴ
r
団
8
コ
躇
雪
「
．
。
り
O
o
琶
巨
ω
繊
8
0
庸
呂
9
憂
［
簿
。

窪
Φ
Ω
〈
躍
ω
Φ
N
〈
8
Φ
．
一
ミ
“
・
へ
象
ミ
討
職
卜
。
謡
職
§
〉
愈
ミ
鉾
閃
Φ
σ
」
ω
抽
○
。
刈
卸
ト
ご
鴨
曽
o
o
N

ミ
ミ
へ
越
こ
三
矯
N
ω
■
一
〇
。
謡
’
．
Q
。
℃
ω
o
尉
巴
↓
巴
①
伽
Q
毒
罎
ρ
即
。
．
．
一
し
口
勘
ミ
§
窓
§
斡
b
ミ
◎

、
働
箕
甘
貯
濾
噂
一
Q
。
δ
㌃
9
Φ
臼
。
5
ぎ
㈹
。
。
．
一
㌔
§
こ
ミ
、
§
ミ
、
ミ
℃
§
馬
、
§
亀

旨
ミ
笥
ミ
貯
叙
§
ミ
ミ
鉾
ω
Φ
O
．
目
○
。
レ
。
。
o
。
◎
．
乞
Φ
≦
ω
貯
餌
宴
9
ω
7
0
『
リ
ド
リ
…
の
選
挙

区
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
地
方
新
開
の
よ
う
に
、
長
文
記
事
を
掲
載
す
る
新

聞
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
例
外
的
で
あ
り
、
掲
載
の
頻
度
や
分
析
の
多
角

さ
、
報
告
書
の
全
文
掲
載
な
ど
の
点
で
、
官
僚
向
け
新
聞
が
も
た
ら
す
改
革
に
関

す
る
情
報
の
質
、
量
は
一
般
紙
の
そ
れ
を
上
國
っ
て
い
た
。
ω
霧
の
§
N
§
ミ
．

閃
①
σ
．
O
」
○
。
刈
9
．
国
安
叶
力
8
0
跨
o
h
窪
Φ
Ω
く
自
ω
臼
三
8
0
0
ヨ
邑
ω
ω
δ
コ
．
　
b
ミ
ミ
爲

O
o
N
ミ
ミ
知
》
謎
N
塗
閃
Φ
σ
．
。
。
」
冨
『
9
．
菊
Φ
O
o
諄
§
昏
Φ
Ω
＜
建
Q
り
窪
く
8
0
．
一

切
、
§
ぎ
斡
ミ
質
的
ミ
鳩
ミ
黛
ミ
”
b
職
、
ミ
§
　
Q
身
ミ
竪
ミ
ミ
ミ
〉
⑤
、
さ
－
肉
禽
鮮
ト
ミ
～
鶏
笥
隷

詠
§
ミ
駐
ミ
．
も
Q
8
b
命
｝
。
。
。
。
8
P
メ
ψ
尻
竃
p
・
零
冨
≦
≦
三
8
男
望
2
．
ω
Ω
＜
凶

。り

k
≦
o
①
O
o
ヨ
巨
ω
ω
δ
⇔
．
．
ま
た
記
事
が
報
じ
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
｝
般
紙
と
官

僚
向
け
新
聞
で
ほ
と
ん
ど
差
は
な
か
っ
た
。

　
さ
て
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
官
僚
制
度
改
革
は
「
主
動
」
側
の
改
革
者
た
ち
だ
け
で
な
く
、
「
受
動
」
側
の
官
僚
か
ら
も
関
心
が
寄

せ
ら
れ
た
。
し
か
し
改
革
に
関
す
る
情
報
を
得
た
「
受
動
」
側
の
宮
僚
た
ち
の
意
見
や
要
望
は
、
実
際
、
「
主
動
」
側
の
調
査
委
員
会
に
ど
の

よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
委
員
会
は
調
査
の
一
環
と
し
て
、
官
僚
の
代
表
者
を
集
め
て
面
談
を
行
い
、
彼
ら
の
実
状

に
つ
い
て
多
く
の
情
報
を
採
取
し
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
を
も
と
に
、
委
員
会
は
改
革
の
提
言
を
ま
と
め
、
議
会
に
報
告
し
た
。
と
は
い
え
、

面
談
を
受
け
た
人
数
は
総
体
か
ら
み
れ
ば
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
以
外
の
官
僚
の
見
解
や
改
革
へ
の
評
価
を
公
的
な
史
料
の
み
で
再
現
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す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
被
面
談
者
の
証
言
に
加
え
、
官
僚
向
け
新
聞
の
記
者
や
投
稿
者
に
よ
る
改
革
の
評
価
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

「
受
動
」
側
か
ら
「
主
動
」
側
へ
の
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
そ
の
「
主
動
」
側
と
「
受
動
」
側
の
相
互
連
関
か
ら
官

僚
制
度
改
革
の
漸
進
過
程
を
再
構
成
し
、
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
で
繰
り
返
さ
れ
た
改
革
の
特
色
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

　
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
、
リ
ド
リ
ー
の
両
委
員
会
は
調
査
の
過
程
で
、
群
僚
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
改
革
を
望
ん
で
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
彼
ら
か

ら
直
接
、
意
見
を
募
っ
た
。
こ
の
要
望
に
対
し
、
等
級
や
男
女
の
別
を
問
わ
ず
、
幾
人
も
の
官
僚
が
招
聰
を
受
諾
し
、
ま
た
所
属
部
署
内
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
た
調
書
を
委
員
会
に
提
出
し
た
。
彼
ら
が
委
員
会
に
協
力
し
た
の
は
こ
の
面
談
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
現
場
の
不
満
や
労
働

環
境
の
不
備
に
つ
い
て
訴
え
る
機
会
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
面
談
は
、
改
革
に
対
す
る
自
ら
の
見
解
を
調
査

委
員
に
伝
え
る
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
改
革
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
方
策
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
は
多
く
の
場
合
、
等
級
に
関
わ
ら
ず
同
じ
官
庁
に
所
属
す
る
者
を
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
、
面
談
を
行
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
人
件
費
の
削
減
や
任
官
、
昇
進
の
基
準
と
い
っ
た
問
題
に
対
す
る
被
面
談
者
た
ち
の
回
答
は
、
各
々
が
働
く
官
庁
や
課
の
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

事
情
を
反
映
し
て
千
差
万
別
で
あ
っ
た
。
公
開
競
争
試
験
に
よ
る
任
官
の
有
効
性
や
能
力
に
応
じ
た
昇
進
に
つ
い
て
も
、
成
績
や
能
力
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

選
抜
が
全
面
的
に
支
持
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
被
面
談
者
の
間
で
意
見
が
分
か
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
比
較
的
大
多
数
か
ら
解
決
す

べ
き
だ
と
捉
え
ら
れ
る
問
題
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
業
務
区
分
の
明
確
化
が
そ
れ
に
当
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
リ
ド
リ
ー
委
員
会
の
も
と
で
も
聞
き
取
り
面
談
は
行
わ
れ
た
。
被
面
談
者
に
は
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
や
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
い
っ
た
前
任
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

委
員
会
関
係
者
に
加
え
、
下
級
官
吏
総
会
議
（
一
つ
げ
Φ
　
（
甲
⑦
昌
①
吋
四
一
　
∩
W
O
口
P
ヨ
一
け
叶
Φ
Φ
　
O
一
こ
P
Φ
　
】
じ
O
～
＜
Φ
同
　
H
）
一
く
一
ω
一
〇
昌
　
O
一
①
円
評
ω
）
か
ら
も
代
表
者
が
招
聰
さ
れ
た
。

ま
た
能
力
主
義
に
よ
る
昇
進
制
度
の
有
効
性
を
検
討
す
る
た
め
、
調
査
委
員
会
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
銀
行
、
帝

国
保
険
会
社
と
い
っ
た
、
公
職
以
外
で
事
務
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
経
営
者
ら
を
面
談
に
招
聰
し
、
不
要
ポ
ス
ト
の
削
減
や
福
利
厚
生

（
病
気
休
暇
や
長
期
休
暇
な
ど
）
の
充
実
、
賃
上
げ
（
昇
給
お
よ
び
恩
給
）
、
昇
進
制
度
の
見
直
し
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
逆

に
下
級
官
吏
総
会
議
の
代
表
者
は
、
そ
れ
ら
の
企
業
と
自
分
た
ち
の
雇
用
条
件
を
比
較
し
て
、
「
彼
ら
［
上
記
の
よ
う
な
私
企
業
に
勤
め
る
事
務
職

48　（864）
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⑥

顧
た
ち
］
は
皆
、
下
級
官
吏
が
も
ら
っ
て
い
る
額
の
倍
以
上
を
稼
い
で
い
る
」
と
調
査
委
員
会
に
訴
え
た
。
そ
れ
ま
で
の
調
査
委
員
会
に
比
べ

て
リ
ド
リ
ー
委
員
会
の
面
談
で
は
、
上
面
隠
者
の
間
に
能
力
主
義
へ
の
親
和
性
、
会
計
検
査
院
の
下
級
官
吏
、
ケ
リ
ー
（
ζ
φ
囚
Φ
ξ
）
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

葉
を
用
い
れ
ば
「
最
高
の
人
材
の
み
が
昇
進
す
べ
き
」
と
い
う
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
昇
進
は
完
全
に
選
抜
で
行
わ
れ
る
べ
き
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
業
績
に
よ
る
昇
進
基
準
な
ら
、
え
こ
ひ
い
き
を
直
ち
に
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、
官
僚
制
度
に
お
け
る
昇
進
基
準
と
し
て
の
年
功

　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
明
確
に
拒
否
し
た
。

　
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
、
面
談
が
自
分
た
ち
の
希
望
を
調
査
委
員
た
ち
に
伝
え
る
有
力
な
経
路
で
あ
っ
た
一
方
で
、
官
僚
向
け
新
聞
に
掲
載
さ

れ
る
記
事
や
投
書
も
、
官
僚
側
が
意
見
や
見
解
を
表
明
す
る
上
で
重
要
な
方
途
で
あ
っ
た
。
調
査
委
員
た
ち
が
官
僚
向
け
新
聞
を
購
読
し
て
い

た
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
デ
イ
ズ
レ
ー
リ
が
C
S
R
紙
を
「
こ
の
国
～
番
の
重
要
性
を
持
っ
た
専
門
紙
、
C
S
R
紙
は
最
も
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

括
的
か
つ
影
響
力
の
あ
る
購
買
層
を
有
し
て
お
り
、
広
告
を
掲
載
す
る
報
道
機
関
と
し
て
頭
抜
け
た
立
場
に
あ
る
」
と
高
く
評
価
し
た
よ
う
に
、

「
頼
ん
だ
わ
け
で
も
な
い
の
に
ひ
っ
き
り
な
し
に
全
国
か
ら
称
賛
の
手
紙
を
送
っ
て
く
れ
る
無
数
の
読
者
」
を
も
つ
官
僚
向
け
週
刊
紙
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
官
僚
に
と
っ
て
の
代
表
と
な
り
う
る
機
関
」
と
し
て
「
主
動
」
側
も
無
視
は
で
き
な
い
情
報
媒
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
C
S
R
紙
で
の
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
の
改
革
に
対
す
る
評
価
は
、
一
八
七
〇
年
代
を
通
じ
て
期
待
か
ら
失
望
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

委
員
会
が
就
任
し
た
当
初
、
・
C
S
R
紙
の
記
事
や
投
書
に
は
、
委
員
た
ち
が
官
僚
制
度
の
問
題
点
や
不
満
を
解
決
し
て
く
れ
る
と
い
う
期
待
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

溢
れ
て
い
た
。
例
え
ば
記
者
の
一
人
は
、
委
員
会
の
改
革
を
「
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
博
士
の
計
画
は
世
紀
の
大
事
件
に
な
る
」
と
表
現
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
新
し
い
枠
組
み
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
る
と
、
同
紙
の
記
事
は
徐
々
に
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
の
改
革
案
に
批
判
的
に

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
委
員
会
の
改
革
案
が
制
度
の
効
率
化
を
主
軸
に
す
え
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
官
僚
た
ち
が
抱
え
る
不
満
の
解
決
を

目
指
す
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
改
革
は
現
場
の
期
待
に
沿
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
七
五
年
二
月
目
二
日
の
C
S
R
紙
に
第
一
次
報
告
書
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
途
端
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
が
同
紙
の
編
集
者
や
記
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ち
か
ら
湧
き
上
が
っ
た
。
C
S
R
紙
記
者
の
目
に
は
、
発
表
さ
れ
る
委
員
会
の
提
案
は
「
官
僚
が
幸
福
に
な
る
た
め
の
根
本
的
な
課
題
」
の
解
49　（865）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

決
に
は
繋
が
ら
な
い
も
の
と
映
っ
た
。
読
者
か
ら
は
「
官
僚
調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
目
を
通
し
て
み
れ
ば
み
る
ほ
ど
、
示
さ
れ
て
い
る
改
革

案
が
実
行
黒
鍵
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
・
て
く
る
」
と
い
善
冤
が
投
稿
さ
れ
晦
・
ま
た
あ
る
投
稿
者
は
「
昨
今
の
枢
密
院
令
で
は
・
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
官
僚
綱
度
改
革
へ
の
要
求
を
何
ら
満
足
さ
せ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
、
人
件
費
削
減
の
一
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
し
て
賃
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
の
無
意
味
さ
や
、
理
念
的
目
標
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
リ
ズ
ム
」
の
徹
底
を
訴
え
た
。
投
稿
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
記
者
た
ち
は
委
員
会
の
「
大
胆
で
知
的
な
再
建
案
」
に
期
待
し
、
「
色
々
な
官
庁
で
大
々
的
に
改
革
が
行
わ
れ
る
必
要
性
」
を
主
張
し
た
。

C
S
R
紙
の
記
者
や
投
稿
者
た
ち
が
改
革
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
た
の
は
、
彼
ら
が
「
も
し
こ
れ
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
［
官
僚
制
度

の
］
未
来
は
混
乱
す
る
一
方
だ
ろ
う
し
、
不
満
も
な
く
な
ら
ず
、
早
筆
た
ち
は
そ
の
代
償
を
求
め
て
政
府
を
悩
ま
せ
続
け
る
こ
と
が
想
像
に
難

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
な
い
」
、
「
今
回
の
調
査
結
果
如
何
で
お
そ
ら
く
は
官
僚
制
度
の
将
来
が
決
ま
る
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
記
者
や
投
稿
者
た
ち
も
た
だ
調
査
委
員
会
の
提
案
を
批
判
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
報
告
書
を
念
頭
に
、
彼
ら
な
り

の
包
括
的
な
改
革
の
構
想
や
様
々
な
代
案
を
提
起
し
た
。
例
え
ば
、
C
S
R
紙
へ
の
常
連
投
稿
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ヴ
ェ
ニ
ス

（
冒
く
Φ
巳
ω
）
は
、
経
費
節
減
を
第
一
義
的
に
捉
え
な
い
、
等
級
に
よ
る
業
務
の
区
分
、
業
種
の
統
合
、
現
行
の
等
級
制
度
の
廃
止
の
三
つ
を
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
た
改
革
案
を
改
め
て
提
起
し
た
。
ま
た
記
者
や
投
稿
者
た
ち
の
中
に
は
、
中
国
の
シ
ス
テ
ム
を
模
倣
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
す
る
者
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

委
員
会
が
行
お
う
と
し
て
い
る
費
用
の
切
り
詰
め
で
は
「
本
当
の
倹
約
」
に
は
繋
が
ら
な
い
と
主
張
す
る
者
、
官
僚
同
士
の
連
帯
を
呼
び
か
け

　
　
　
　
⑯

る
者
も
い
た
。
こ
の
点
は
、
「
受
動
」
側
の
意
見
も
様
々
で
、
決
し
て
㏄
枚
霊
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
「
官
僚
の
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
の
改
革
が
必
要
」
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼

ら
は
、
昇
進
の
遅
さ
や
不
当
な
賃
金
体
系
を
批
判
し
、
官
僚
の
福
祉
環
境
を
整
え
、
「
才
能
と
勤
勉
さ
に
対
し
て
開
か
れ
た
」
チ
ャ
ン
ス
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

加
を
C
S
R
紙
上
で
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
場
の
や
る
気
を
重
視
す
る
視
点
は
、
人
件
費
、
業
務
両
面
に
お
け
る
効
率
を
重
視
し
た
調

査
委
員
会
の
制
度
設
計
と
は
異
な
る
知
見
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
加
え
て
記
者
た
ち
は
特
に
、
「
官
僚
の
利
益
と
国
家
の
利
益
は
同
じ
も
の
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
ら
は
、
官
僚
側
の
利
益
に
た
っ
た
公

50　（866）
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⑳

平
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
国
家
の
利
益
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
改
革
に
最
も
必
要
と
さ
れ
る
指
針
だ
と
考
え
た
。
紙
面
上
に
お
け
る

「
受
動
」
側
の
主
要
な
論
点
は
、
現
場
の
宮
僚
の
利
益
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
C
S
R
紙
の
記
者
や
投
稿
者
た
ち
は
、
理
念
は
と
も
か

く
実
行
が
伴
わ
な
い
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
の
遅
々
と
し
た
改
革
に
失
望
し
、
官
僚
た
ち
が
目
指
す
理
想
的
な
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
た
め
、

群
僚
制
度
に
さ
ら
な
る
改
革
が
必
要
だ
と
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
に
よ
る
改
革
は
官
庁
の
上
層
部
や
議
員
た
ち
に
反
対

さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
残
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
不
徹
底
な
改
革
が
政
府
に
次
の
調
査
委
員
会
を
設
置
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
そ
の
意

味
で
官
僚
向
け
週
刊
紙
の
記
者
や
読
者
の
問
題
提
起
も
、
次
の
改
革
を
求
め
る
風
潮
を
後
押
し
し
た
と
い
え
る
。

　
一
八
八
○
～
九
〇
年
代
の
官
僚
向
け
週
刊
紙
、
C
S
T
紙
で
も
、
記
者
た
ち
が
新
し
い
調
査
委
員
会
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
道
し
た
。
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

S
T
紙
に
お
い
て
リ
ド
リ
ー
委
員
会
は
、
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
八
八
年
初
頭
に
か
け
て
熱
狂
的
な
支
持
を
受
け
た
。
新
年
に
向
け
て
の
抱
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
語
っ
た
一
八
八
七
年
の
記
事
に
お
い
て
、
C
S
T
紙
の
編
集
者
は
「
我
々
は
勅
命
委
員
会
の
働
き
を
過
小
評
価
し
な
い
」
と
宣
晒
し
、
記
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
ち
も
「
大
筋
で
彼
ら
の
改
革
案
は
効
果
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
我
々
の
見
解
」
だ
と
解
説
し
た
。
そ
れ
は
彼
ら
が
「
プ
レ
イ
フ
ェ

ア
改
革
の
悲
惨
な
失
敗
に
よ
る
教
訓
を
糧
と
し
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
は
か
な
り
厳
し
い
言
葉
を
用
い
て
、
｝
八
七
六
年
二
月
に
出
さ
れ
た
枢
密

院
令
の
不
十
分
な
規
定
を
撤
廃
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
改
革
へ
の
具
体
的
な
素
案
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
の
評
価
は
徐
々
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
リ
ド

リ
ー
委
員
会
に
高
い
期
待
を
寄
せ
た
C
S
T
紙
の
編
集
者
で
さ
え
、
「
よ
う
や
く
『
第
二
次
報
告
書
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
き
、
殆
ど
全
て
の
箇

所
に
失
望
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
、
「
今
現
在
、
官
僚
の
一
般
的
な
状
況
は
満
足
か
ら
は
程
遠
い
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
失
望
と
不
満
が
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
満
ち
て
い
る
」
と
不
満
を
口
に
し
た
。
　
八
九
〇
年
に
大
蔵
省
草
案
や
枢
密
院
令
が
出
さ
れ
、
調
査
委
員
た
ち
の
役
目
が
終
わ
る
頃
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
も
、
C
S
T
紙
で
は
様
々
な
形
で
委
員
会
に
対
す
る
批
判
や
失
望
が
記
事
に
な
っ
た
。
確
か
に
「
賃
上
げ
に
成
功
し
、
出
世
の
機
会
は
大
い

に
向
上
し
た
」
と
楽
観
的
に
考
え
る
記
者
も
い
た
。
彼
は
同
記
事
で
調
査
委
員
会
に
よ
る
官
僚
制
度
改
革
の
成
果
を
強
調
し
、
あ
る
程
度
、
労

働
条
件
が
改
善
さ
れ
た
の
だ
か
ら
現
場
の
官
僚
た
ち
は
満
足
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
大
勢
は
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
の
成
果
を
「
殆
ど

51 （867）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

例
外
な
く
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
不
満
は
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
」
と
評
価
し
、
「
過
去
一
八
ヶ
月
に
渡
る
再
組
織
化
に
関
す
る
政
府
の
対
応
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
、
官
僚
た
ち
の
問
に
不
信
を
蔓
延
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
」
と
不
安
を
募
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
幾
つ
か
の
画
期
的
な
提
言
を
盛

り
込
ん
だ
も
の
の
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
も
官
僚
た
ち
が
期
待
し
た
問
題
解
決
を
、
彼
ら
が
納
得
す
る
ほ
ど
に
は
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

　
　
　
⑲

と
い
え
る
。

　
調
査
委
員
会
や
彼
ら
の
改
革
案
の
評
価
は
下
落
し
て
い
っ
た
。
C
S
T
紙
の
記
者
た
ち
の
中
に
は
読
者
に
対
し
、
官
僚
の
代
表
を
上
申
書
と

と
も
に
下
院
に
送
り
込
み
、
一
八
九
〇
年
三
月
二
一
日
の
枢
密
院
令
の
昇
進
条
項
が
実
用
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
訴
え
る
べ
き
だ
と
提
案
す

　
　
　
　
　
⑩

る
者
も
現
れ
た
。
加
え
て
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
の
案
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
大
蔵
省
草
案
や
枢
密
院
令
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
は
、
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
官
吏
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
た
。
C
S
T
紙
の
報
道
に
よ
る
と
、
例
え
ば
ダ
ブ
リ
ン
の
下
級
官
吏
は
独
自
の
改
革
案
を
提
起
し
た
。
彼
ら
は
大

蔵
省
草
案
の
（
A
）
現
在
の
下
級
官
吏
は
二
年
間
の
給
与
据
え
置
き
、
（
B
）
一
部
の
官
吏
の
就
業
時
間
が
六
時
間
か
ら
七
時
間
に
変
更
さ
れ

て
も
手
当
は
増
額
し
な
い
、
と
い
う
二
条
項
に
対
し
反
発
し
た
。
官
吏
た
ち
は
草
案
の
該
当
箇
所
に
つ
い
て
、
以
下
の
六
つ
の
案
を
「
主
動
」

側
に
逆
提
起
し
た
。
六
案
と
は
、
①
今
回
の
据
え
置
き
分
も
次
回
の
三
年
毎
の
昇
給
に
は
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
②
そ
の
よ
う
な
場
合
［
七
時
間

就
業
へ
の
転
化
］
に
は
例
外
な
し
に
年
一
五
ポ
ン
ド
を
追
加
で
支
給
、
③
最
低
限
必
要
な
昇
進
や
昇
給
は
禁
じ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
④
病

気
休
暇
が
取
れ
る
限
度
を
緩
和
す
る
こ
と
、
⑤
年
休
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
最
低
で
も
勤
務
七
年
以
下
の
官
吏
で
あ
れ
ば
業
務
日
の
一
一
一
日
間
、

七
年
以
上
勤
務
の
官
吏
で
あ
れ
ば
二
八
日
目
取
れ
る
こ
と
、
⑥
業
務
が
繁
忙
期
で
な
い
場
合
、
半
日
休
暇
は
年
間
を
通
じ
て
隔
週
で
土
曜
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
は
、
官
吏
た
ち
が
草
案
に
反
対
す
る
世
論
喚
起
に
努
め
て
い
た
。
彼
ら
が

政
府
の
主
要
な
議
員
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
議
員
、
リ
ド
リ
ー
委
員
会
宛
て
に
訴
状
を
送
り
、
草
案
に
対
す
る
断
固
た
る
抗
議
の
意
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
た
こ
と
も
、
C
S
T
紙
で
は
報
じ
ら
れ
た
。

　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
後
期
を
通
じ
、
宮
僚
た
ち
は
官
僚
制
度
改
革
に
関
心
を
持
ち
続
け
た
。
調
査
委
員
会
の
活
動
は
新
聞
メ
デ
ィ
ア
な
ど

を
通
じ
て
報
道
さ
れ
た
。
委
員
た
ち
の
活
動
や
提
言
は
、
宮
僚
向
け
週
刊
紙
の
記
者
や
読
者
に
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
C
S
R
、
C
S
T
両 52　（868）
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紙
は
多
く
の
記
事
や
投
書
欄
を
用
い
て
、
改
革
に
つ
い
て
の
様
々
な
見
解
や
批
判
を
紹
介
し
た
。
記
者
た
ち
は
調
査
委
員
た
ち
の
活
動
や
政
府

の
対
応
を
厳
し
く
監
視
し
、
改
革
の
実
施
後
も
官
僚
の
間
に
残
っ
た
不
満
や
課
題
に
つ
い
て
報
じ
続
け
た
。

　
官
僚
制
度
改
革
に
お
い
て
、
面
談
の
意
味
や
求
め
ら
れ
た
成
果
は
「
主
動
」
側
、
「
受
動
」
側
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
っ
て
い
た
。
「
主
動
」
側
に

と
っ
て
面
談
は
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
制
度
設
計
を
行
う
に
あ
た
っ
て
改
革
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
た
め
の
情
報
収
集
の
場
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
「
受
動
」
側
は
、
現
場
の
不
満
や
労
働
環
境
の
不
備
を
公
に
訴
え
る
場
と
し
て
面
談
を
捉
え
た
。
改
革
に
対
し
て
求
め
た
成
果

に
つ
い
て
も
、
「
主
動
」
側
が
業
務
効
率
の
向
上
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
だ
っ
た
の
に
対
し
、
「
受
動
」
側
で
は
待
遇
改
善
に
重
点
が
置
か
れ
た
。

国
家
の
利
益
を
最
優
先
す
る
「
主
動
」
側
に
対
し
、
「
受
動
」
側
は
官
僚
と
国
家
の
利
益
は
共
通
で
あ
り
、
国
家
だ
け
で
な
く
官
僚
自
身
の
た

め
の
改
革
も
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
官
僚
制
度
改
革
を
通
じ
て
、
両
者
相
互
の
関
係
や
駆
け
引
き
も
ま
た
変
化
し
て
い
っ
た
。
リ
ド
リ
i
委
員
会
の
改
革
案
の
提
出
以
降
、
「
受

動
〕
側
は
さ
ら
に
改
革
を
押
し
進
め
る
た
め
、
下
院
へ
の
代
表
派
遣
の
提
案
や
独
自
の
改
革
案
の
発
表
、
地
元
選
出
の
議
員
へ
の
働
き
か
け
と

い
っ
た
動
き
を
み
せ
始
め
た
。
こ
れ
は
不
満
を
十
分
に
解
消
で
き
な
い
「
受
動
」
側
が
編
み
出
し
た
、
改
革
に
自
分
た
ち
の
意
見
を
反
映
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
た
め
の
新
し
い
戦
術
だ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
制
度
へ
の
不
満
を
解
決
す
る
た
め
に
議
会
や
行
政
に
対
す
る
発
言
力
を
増
強
す
る
手
段
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
、
下
級
官
吏
総
会
議
の
よ
う
な
協
会
組
織
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
、
改
革
に
対
す
る
彼
ら
な
り
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
そ
の
～

方
で
「
主
動
」
側
も
、
「
受
動
」
側
の
動
き
に
そ
れ
ま
で
以
上
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
逓
信
省
で
は
、
「
受
動
」
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
不
満
を
考
慮
し
て
、
休
日
出
勤
や
残
業
手
当
と
い
っ
た
雇
用
条
件
の
改
善
案
が
改
革
実
施
後
の
一
八
九
　
年
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

「
主
動
」
、
「
受
動
」
両
側
の
相
互
連
関
と
相
互
変
容
に
脇
を
固
め
ら
れ
な
が
ら
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
宮
僚
制
度
改
革
は
漸
進
し
て
い
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

①
等
級
別
に
み
た
内
訳
は
、
管
理
職
（
う
ち
女
性
一
人
含
む
）
五
入
人
、
上
級
官

　
僚
（
一
等
官
吏
、
上
級
官
吏
）
三
四
人
、
下
級
官
吏
（
二
等
、
三
等
官
吏
）
…
五

人
、
専
門
職
（
学
芸
員
、
学
者
、
調
査
員
な
ど
）
二
｝
人
、
そ
の
他
の
官
吏
（
書

記
、
臨
時
職
員
な
ど
）
　
一
七
人
、
官
吏
以
外
（
退
職
者
、
議
員
、
貴
族
）
六
人
で
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あ
っ
た
。
G
o
o
①
9
①
葱
錯
霞
「
時
。
・
？
9
騨
α
話
O
o
欝
ω
．
ま
た
回
数
は
少
な
い
も
の

　
の
単
独
で
面
談
を
受
け
た
官
吏
も
い
れ
ば
、
管
理
職
や
一
般
職
を
取
り
混
ぜ
た
方

　
式
が
採
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
中
㍗
、
匂
N
Q
。
録
毫
（
Ω
同
江
甲
同
、

　
》
ロ
℃
①
コ
α
冨
8
甥
マ
ω
酵
幻
Φ
O
o
居
酢
。
囲
昏
①
Ω
＜
臨
ω
①
刷
く
一
〇
①
H
5
ρ
直
導
く

　
O
o
ヨ
鼠
ω
。
・
ご
ロ
興
ω
）
も
P
お
㊤
山
ω
ド
薯
．
お
O
山
Φ
。
。
俸
8
．
N
O
①
山
県

②
例
え
ば
同
じ
下
級
宮
吏
で
も
、
関
税
局
の
ホ
ラ
ン
（
¢
出
。
困
磐
）
は
下
級
官
吏

　
を
選
抜
す
る
試
験
は
以
前
よ
り
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、

　
内
国
歳
入
庁
の
ヘ
バ
ー
デ
ン
（
乏
．
し
u
・
口
①
σ
興
α
窪
）
は
調
査
委
員
の
「
そ
れ
［
試

　
験
〕
は
以
前
よ
り
も
簡
単
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
に
「
そ
う
思
う
」
と

　
答
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
公
開
競
争
試
験
に
よ
る
官
僚

　
の
任
官
選
抜
に
対
す
る
被
面
談
者
た
ち
の
認
識
は
統
～
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

　
る
。
ω
Φ
Φ
筈
Φ
型
錯
霞
N
時
ω
け
話
唱
O
答
曽
℃
P
①
㎝
よ
①
即
P
①
メ

③
暮
景
①
×
鋤
夷
弓
ρ
紹
Φ
§
9
0
・
①
①
も
．
ミ
印
。
．
卜
。
ω
《
前
出
の
ホ
ラ
ン
が
門
昇
進

　
は
業
績
に
よ
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
「
疑
り
」
と
回
答
し
た
の
に
対
し
、
海

　
軍
省
の
下
級
官
吏
ス
プ
ラ
ッ
ト
（
》
9
Q
り
賃
讐
酔
）
は
「
時
に
は
年
功
が
、
時
に
は

　
業
績
が
適
切
」
と
答
え
、
ダ
ブ
リ
ン
工
務
所
（
○
塗
。
Φ
o
団
乏
。
葺
ω
噛
O
昏
臨
）
の

　
三
等
官
吏
プ
ラ
イ
エ
ン
（
O
．
頃
．
　
C
σ
円
一
Φ
賢
）
は
「
能
力
だ
け
に
応
じ
た
昇
進
よ
り
、

　
年
功
も
組
み
合
わ
せ
た
も
の
の
方
が
良
い
」
と
応
じ
て
い
る
。

④
被
面
談
者
の
内
訳
は
、
管
理
職
五
五
人
、
上
級
官
僚
二
二
人
、
下
級
宮
吏
三
二

　
人
、
専
門
職
（
司
書
、
測
量
士
な
ど
）
　
一
七
人
、
そ
の
他
の
官
吏
（
書
記
な
ど
）

　
四
一
人
、
そ
の
他
（
国
会
議
員
、
領
事
館
員
、
銀
行
家
、
貴
族
、
商
農
経
営
者
、

　
退
職
お
よ
び
前
職
の
管
理
職
な
ど
）
二
三
人
だ
っ
た
。
ω
Φ
Φ
簿
Φ
国
旺
①
く
律
ω
δ
’

　
け
鶏
匪
冨
℃
o
洋
ψ

⑤
官
僚
内
で
の
団
結
や
協
会
運
動
に
つ
い
て
研
究
し
た
ハ
ン
フ
リ
ー
ズ
は
こ
う
い

　
つ
た
下
級
官
吏
の
達
帯
に
つ
い
て
、
コ
八
入
八
年
か
ら
一
八
九
〇
年
に
行
わ
れ

　
た
り
ド
リ
ー
委
員
会
に
よ
る
聴
取
の
間
、
下
級
官
吏
た
ち
は
継
続
的
か
つ
積
極
的

　
に
全
体
委
員
会
を
設
立
し
活
動
を
続
け
た
。
［
中
略
］
彼
ら
の
組
織
は
［
リ
ド

　
リ
ー
］
調
査
委
員
会
か
ら
何
の
譲
歩
も
引
き
出
せ
な
か
っ
た
が
、
持
続
的
に
状
況

　
を
論
評
し
て
い
く
た
め
に
、
宜
吏
た
ち
は
侮
が
し
か
同
様
の
中
央
団
体
の
開
設
を

　
決
定
し
、
～
八
九
〇
年
、
二
級
官
吏
協
会
（
臼
Φ
ω
Φ
8
コ
α
〇
三
匹
8
Ω
o
爵
ω

　
〉
ω
ω
o
o
冨
ユ
。
口
）
が
創
建
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
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①
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．
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導
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．
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．
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ρ
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手
量
覚
ρ
ω
①
Φ
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Φ
国
巳
①
団
旨
ω
酢
H
8
象
も
」
①
①
印
p
一
盛

⑪
一
八
七
三
年
田
町
新
聞
印
刷
業
名
録
㎞
に
お
け
る
C
S
R
紙
の
記
事
を
参
照
。

⑫
C
S
T
紙
の
表
紙
や
欄
新
聞
印
刷
業
名
録
㎞
に
あ
る
自
己
広
告
を
参
照
の
こ
と
。

⑬
露
．
勾
Φ
σ
．
①
レ
。
。
誤
（
蓼
O
ω
）
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薯
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甲
露
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。
噂
．
、
、
○
弩
8
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票
隆
8
．
．
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．

⑧
9
路
．
両
Φ
σ
』
刈
レ
。
。
刈
⊆
臼
（
口
ρ
8
）
も
「
H
。
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一
．
．
〉
署
①
≦
Ω
＜
出
ω
興
＜
｛
8
ぎ
ρ
葺
《
．
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⑮
O
の
知
U
ω
ρ
ω
ρ
罷
刈
①
（
づ
ρ
一
＄
）
、
薯
め
G
。
や
ゆ
銀
．
↓
冨
零
。
σ
q
「
Φ
。
。
ω
o
h

　
男
Φ
o
H
σ
Q
磐
固
N
四
甑
8
．
．

⑯
舅
・
ζ
鑓
簿
O
」
。
。
δ
（
口
ρ
Φ
刈
）
も
・
置
N
．
じ
σ
巨
ω
ぎ
窪
Φ
Ω
≦
ω
興
業
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力
甲

　
o
葭
§
訂
鷺
δ
雛
ω
o
冨
ヨ
Φ
－
H
．
9

⑰
　
露
．
ζ
震
。
げ
一
ρ
一
〇
。
謡
（
ぎ
9
卜
。
O
一
）
■
O
ロ
．
卜
。
一
ト
。
ー
ト
。
一
ω
．
、
℃
鼠
風
霜
三
ω
ヨ
．
．
投
稿
者
た

　
ち
は
無
署
名
か
、
例
え
ば
．
冒
く
①
艮
ω
．
’
6
0
ω
導
。
ω
．
¶
．
↓
『
0
5
．
ω
蒔
置
上
．
岬
、
〉
謎
甑
α
窃
．
’

　
．
≦
．
∪
．
．
と
い
っ
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
て
投
書
を
行
っ
た
。

⑱
露
マ
閃
Φ
げ
．
N
。
。
レ
。
。
屋
（
賢
ρ
H
ミ
）
も
p
同
ω
。
。
山
ら
。
P
、
Ω
＜
出
ω
Φ
鼠
8
幻
①
鍵
ヨ
H
．
．

⑲
O
鴇
噂
Z
雪
蜀
H
c
。
ミ
（
口
ρ
卜
。
巽
）
。
o
p
刈
。
。
刈
山
。
。
。
。
’
．
写
①
穿
ε
話
。
隔
夢
Φ

　
ω
Φ
村
く
搾
Φ
．
．

⑳
露
▼
竃
p
。
偏
心
①
レ
。
。
ミ
（
コ
ρ
卜
。
H
卜
。
）
噂
p
ω
。
。
N
．
Ω
＜
躍
ω
堅
く
冨
9
寄
く
碧
8
里
記

　
者
や
投
稿
者
た
ち
も
官
僚
制
度
改
革
の
問
題
が
｝
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
は
認

　
識
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
　
方
で
彼
ら
に
は
、
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
が
一
部
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近代イギリス官僚制度改革史再考（水田）

　
の
議
員
や
上
履
部
の
個
人
的
思
惑
や
し
が
ら
み
に
囚
わ
れ
て
「
大
し
た
役
割
を
果

　
た
せ
て
い
な
い
」
よ
う
に
み
え
た
。
彼
ら
は
全
て
の
官
庁
に
適
用
さ
れ
る
人
事
的

　
基
準
な
ど
の
整
備
と
実
用
化
を
、
そ
う
い
っ
た
思
惑
や
し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
ず
に

　
推
し
進
め
る
こ
と
が
抜
本
的
な
改
革
に
繋
が
る
と
期
待
し
た
。
ま
た
そ
う
い
っ
た

　
基
準
に
官
僚
側
も
順
応
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
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①
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．
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＜
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①
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冨
妙
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ω
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げ
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函
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．
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切
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倉
一
〇
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刈
①
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0
．
一
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O
P
一
㎝
蒔
－
一
〇
伊
一
鐸
く
Φ
師
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ρ
．
Ω
く
凶
ω
①
居
く
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①

　
幻
Φ
h
O
同
匿
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踏
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．

⑭
　
露
■
一
口
ぼ
メ
一
Q
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刈
肉
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口
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一
Q
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噛
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鍍
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．
↓
げ
Φ
O
げ
ぎ
Φ
ω
①
O
ぞ
凶
ω
興
く
搾
①
．
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⑳
Ω
男
旧
ζ
野
島
峯
鵠
謡
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ぎ
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霞
）
も
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』
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甲
山
｝
ω
．
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謹
塁
融
三
ω
臼
．
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⑳
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⑦
知
閃
①
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．
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ミ
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Φ
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燭
．
一
♂
山
眉
メ
、
Ω
＜
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冨
．
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．
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．
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．
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①
刈
ρ
．
閃
動
騨
℃
簿
団
8
村
Ω
o
o
住
芝
。
「
詳
．
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．
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．
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．
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＜
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．
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．
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＜
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＜
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現
実
も
官
僚
た
ち
、
特
に
下
級
官
吏
の
不

　
満
を
後
押
し
し
た
。
下
級
か
ら
上
級
へ
の
昇
進
は
、
四
年
間
で
一
件
も
行
わ
れ
ず
、

　
記
者
た
ち
も
「
お
そ
ら
く
だ
が
、
数
年
た
っ
て
も
二
級
［
下
級
］
か
ら
一
級
［
上

　
級
］
へ
の
昇
格
は
殆
ど
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
扁
と
推
測
し
た
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①
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．
鍋
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巨
2
0
富
ω
．
．
こ
の

　
訴
え
は
、
「
大
蔵
雀
草
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
臼
的
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で

　
開
催
さ
れ
た
集
会
に
お
い
て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
決
議
案
を
基
に
す
る
も

　
の
」
で
あ
っ
た
。
訴
状
の
中
で
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
官
吏
た
ち
は
、
「
そ
の
よ
う
な

　
条
項
の
幾
つ
か
が
下
級
官
吏
全
体
に
適
用
さ
れ
る
限
り
、
大
き
な
不
満
の
種
が
官

　
僚
の
問
に
は
残
り
、
勅
命
委
員
会
の
尽
力
も
水
泡
に
帰
す
こ
と
を
、
ロ
ン
ド
ン
や
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ダ
ブ
リ
ン
の
同
僚
た
ち
と
と
も
に
一
体
と
な
っ
て
主
張
」
し
続
け
る
こ
と
を
宣
言

　
し
た
。

⑭
　
こ
う
い
つ
た
働
き
か
け
は
、
以
前
の
官
僚
制
度
で
重
視
さ
れ
た
バ
ト
ロ
ネ
ジ
関

　
係
と
も
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
伝
統
的
な
関
係
と
比
べ
、
新
し
い
戦
術
が
異
な

　
っ
て
い
た
の
は
、
ダ
ブ
リ
ン
や
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
下
級
官
吏
た
ち
の
よ
う
に
、
そ

　
れ
が
単
に
個
人
で
は
な
く
、
集
団
を
背
景
に
（
な
い
し
は
「
下
級
官
吏
の
代
表
者

　
と
し
て
」
）
提
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
水
田
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バ
ト
ロ
ネ
ジ
の

お
　
わ
　
り
　
に

　
「
終
焉
ヒ
も
参
照
の
こ
と
。
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一
八
五
三
年
に
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
、
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
に
よ
り
建
議
さ
れ
た
官
僚
制
度
改
革
は
、
一
八
七
〇
年
代
の
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
委
員
会
、

一
八
八
○
～
九
〇
年
代
の
リ
ド
リ
i
委
員
会
に
よ
り
具
体
的
に
進
め
ら
れ
た
。
両
委
員
会
は
数
多
く
の
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
官
僚
機

構
が
抱
え
る
問
題
点
を
洗
い
出
す
こ
と
で
、
そ
の
制
度
的
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
調
査
委
員
会
の
提
言
や
改
革
の
進
行
状
況

は
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
、
特
に
官
僚
向
け
週
刊
紙
は
、
読
者
で
あ
る
宮
得
た
ち
の
間
に
改
革
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
を
流
通
さ

せ
る
情
報
源
と
な
っ
た
。
記
者
た
ち
は
と
き
に
調
査
委
員
会
の
活
躍
に
期
待
し
、
ま
た
と
き
に
現
場
の
実
状
に
照
ら
し
て
そ
の
提
言
を
批
判
し

た
。
記
事
を
読
ん
だ
読
者
の
中
に
は
改
革
に
対
す
る
自
分
の
意
見
や
代
案
を
投
稿
す
る
者
も
い
た
。

　
「
主
動
」
側
に
と
っ
て
官
僚
制
度
改
革
は
、
能
力
主
義
の
導
入
に
よ
っ
て
人
件
費
の
削
減
と
官
庁
組
織
の
合
理
化
、
効
率
化
を
目
指
す
も
の

　
　
　
①

で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
受
動
」
側
に
と
っ
て
改
革
は
、
現
場
で
起
き
て
い
る
様
々
な
不
具
合
を
是
正
す
る
契
機
で
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
彼
ら
は

官
僚
制
度
改
革
に
高
い
関
心
を
抱
き
、
改
革
の
情
報
に
敏
感
に
反
応
し
、
と
き
に
は
新
た
な
手
段
を
模
索
し
つ
つ
委
員
会
の
提
雷
に
食
い
下
が

っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
聞
き
取
り
面
談
や
新
聞
記
事
、
投
書
と
い
っ
た
「
受
動
」
側
の
対
応
や
意
見
が
も
っ
た
切
実
委
や
具
体
性
、
そ
れ
に
よ

る
説
得
力
は
、
「
主
動
」
側
が
提
言
や
活
動
を
再
調
整
し
つ
つ
、
行
政
機
構
の
「
近
代
化
」
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に
必
須
の
情
報
源
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
受
動
」
側
の
存
在
は
、
理
想
や
国
家
の
利
便
性
を
先
行
さ
せ
や
す
い
「
主
動
」
側
の
改
革
案
に
実
際
的
、
現
実
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近代イギリス官僚制度改革史再考（水田）

的
な
変
更
や
修
正
を
迫
る
こ
と
で
、
改
革
を
現
場
が
受
け
入
れ
ら
れ
う
る
変
化
、
相
応
の
ス
ピ
ー
ド
の
「
近
代
化
」
に
調
整
し
、
実
際
に
機
能

し
う
る
穏
当
な
革
新
へ
と
「
現
実
化
」
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
官
僚
制
度
改
革
を
支
え
た
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
、
例

え
る
な
ら
改
革
の
加
速
装
置
で
あ
っ
た
「
主
動
」
側
に
対
し
、
官
僚
た
ち
の
「
受
動
」
側
が
安
全
装
置
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

両
者
の
間
を
つ
な
ぐ
接
続
器
役
と
な
っ
た
の
が
官
僚
向
け
新
聞
な
ど
（
そ
の
他
の
情
報
交
換
媒
体
も
含
め
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三

者
の
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
こ
そ
が
、
官
僚
制
度
改
革
を
過
剰
に
急
速
な
猛
暑
で
は
な
く
、
漸
進
的
な
性
格
に
決
定
づ
け
た
の
で
あ
り
、
改
革
を

”
適
切
な
”
「
近
代
化
」
に
導
く
決
定
的
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
官
僚
制
度
改
革
の
長
く
続
く
歴
史
は
、
改
革
に
多
く
の
理
由
や
必
要
性
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
先
行
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
経
済

性
や
効
率
性
の
向
上
、
若
者
の
教
育
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、
官
僚
制
度
改
革
の
分
析
に
い
ろ
い
ろ
な
観
点
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
そ

の
証
左
と
い
え
る
。
し
か
し
官
僚
制
度
改
革
は
、
そ
の
よ
う
な
「
近
代
化
」
と
い
う
時
代
の
要
請
や
「
主
動
」
側
の
一
方
的
な
押
し
付
け
だ
け

で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
受
動
」
側
も
「
主
動
」
側
に
取
材
さ
れ
る
だ
け
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
情
報
収
集
や
改
革
へ

の
取
り
組
み
を
独
自
に
行
っ
て
み
せ
た
「
受
動
」
側
の
改
革
に
対
す
る
長
期
の
関
心
の
高
さ
や
主
体
性
も
ま
た
、
近
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

官
僚
制
度
の
発
展
を
支
え
る
特
徴
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
受
動
」
側
の
改
革
に
対
す
る
声
を
研
究
に
組
み
込
む
こ
と
は
、
「
主
動
」

側
だ
け
の
片
務
的
な
視
点
を
乗
り
越
え
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
行
政
史
像
を
再
考
す
る
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
①
井
上
洋
訳
「
ノ
ー
ス
コ
ウ
ト
翻
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
報
告
書
」
明
群
馬
大
学
教
育
　
　
五
三
頁
）
を
参
照
。
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）
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councilors．　Empress　Jia　placed　irr｝portance　on　Emperor　Hui’s　authority　and

the　form　and　political　procedures　for　ordering　the　composition　of　edicts　as

necessary　elements　iB　building　her　political　superiority．

　　Empress　Jia．was　deposed　in　the　coup　d’6tat　of　Prince　Lun　of　Zhao面出倫

（Sima　Lun）　in　Yongkang　1　（300）　and　then　murdered．　Prince　Lun　of　Zhao

mobilized　troops　with　an　edict　that　he　had　forged　and　carried　out　the　coup

d’etat，　and　thereafter　employed　forged　imperial　edicts　（edicts　in　the　hand　of

the　emperor）　iR　conducting　politica｝　affairs．　The　coup　d’etat　of　Prince　Lun　bf

Zhao　was　the　turning　point　after　which　the　emperor　was　completely　reduced

to　a　figure　of　authority　without　power．　Emphasizing　this　point　alone，　it　is

possible　to　appreciate　that　fact　that　Empress　Jia　secured　the　minimum

political　role　and　authority　of　Emperor　Hui　that　was　embodied　in　the

imperial　edicts，　but　Empress　Jia　had　previously　overriddeR　the　documentary

administration　by　using　imperial　edicts　and　issuing　orders　directly　to　the

troops，　mobilizing　them　and　carrying　out　a　coup　d’etat，　and　this　was　the

cause　of　the　trend　to　expioit　the　authority　of　Emperor　Hui　alone，　as　did

Prince　Lun　of　Zhao．

Rethinking　Civil　Service　Reform　in　Late－19th　Century　England：

　　　　　Differing　Views　of　the　Members　of　the　Commissions

　　　　　　　　　　　　　　　of　lnquiry　and　Civil　Servants

by

MIZUTA　Tomonori

　　This　article　examines　the　proposals　of　the　members　of　the　commissions　of

inquiry　for　civil　service　reform　and　the　reaction　of　civil　servants　in　order　to

clarify　the　social　mechanism　that　sustained　the　gradual　improvement　and

reform　of　the　bureaucracy　in　late－19th　century　England．

　　Civil　service　reform　had　been　recommended　by　S．　Northeote　and　C．　E

Trevelyan　in　1853，　and　concrete　proposals　were　made　by　the　Playfair

Commission　in　1870s　and　by　the　Ridley　Commission　between　the　1880s　and

1890s．　Both　commissions　held　interviews　with　maRy　witnesses，　including

civil　servants，　and　analyzed　the　issues　concerning　government　bureaucracies

in　order　to　resolve　the　issues．　The　newspapers　reported　the　commissioners’
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proposals　and　progress　made　in　the　reforms．　The　weekly　newspapers　for　the

clvil　service，　for　example　the　Civil　Service　Review　aRd　Civil　Service　Times，

in　particular，　were　important　news　sources，　providing　their　readership　of

civil　servants　news　of　the　reforms．　Journalists　from　those　newspapers

sometimes　had　high　expectations　of　the　activities　of　the　commissioners，　but

they　sometimes　criticized　the　proposals　of　the　commission　in　light　of　the

actual　situation　in　the　bureaucracy．　Some　readers　submitted　their　opinions　in

response　to　the　articles　on　the　reforms　and　offered　alternative　p｝ans．

　　Throughout　the　civil　service　reform，　the　group　who　actively　pushed　for

the　reform，　i．　e．，　reformers　and　members　of　the　commissions　of　inquiry，

pursued　the　goals　of　reducing　personnel　expenditures　and　creating　an

efficient　civil　service．　However，　a　‘passive’　group　played　an　indispensable

part　in　the　reform．　The　reform　was　also　an　opportunity　for　the　‘passive’

group　to　remedy　problems　that　had　arisen　in　the　bureaucracy，　such　as

various　issues　of　working　condition　ln　that　seRse，　they　were　considerably

concerned　with　the　reforms　and　responded　keenly　to　information，　and　raised

objections　to　the　proposals　of　the　commissions，　seeking　a　more　effective　way

to　resolve　the　problems．

　　Opinions　and　responses　of　the　‘passive’　group，　which　appeared　in

interviews　and　articies　in　the　newspapers，　were　effective　in　adjusting　the

proposals　and　activities　of　the　‘active’　group．　Such　a　reaction　was　a

necessary　factor　in　the　reform，　contributing　to　the　improvement　and　modern－

ization　of　the　administrative　organization．　The　‘passive’　group　worked　to

modify　the　plans　of　the　‘active’　group，　who　prioritized　national　efficiency，

and　to　adjust　them　so　they　would　be　more　practical　and　acceptable．　There－

fore，　the　‘passive’　group　functioRed　as　a　safety　brake　in　the　reforrn　against

the　‘active’　group　who　behaved　as　the　accelerators　of　reform．　The　civil

service　newspapers　acted　as　the　interface　between　the　two　groups．　This

meckanism　was　characteristic　of　the　civil　service　reform　in　late－19th　century

England　that　was　not　rapid　and　did　not　involve　excessive　change，　but　was

instead　gradual　and　suited　for　re－organization．　This　character　might　have

induced　the　reform　to　proceed　as　‘appropriate’　modernization．

　　Civil　service　reform　has　a　long　history．　This　indicates　that　the　re－

organization　of　the　civil　service　system　was　necessary　and　the　result　of

many　demands．　However，　civil　service　reform　was　not　achieved　by　the　one－

sided　claims　of　the　‘active’　group　alone．　The　‘passive’　group　did　not　simply

exist　to　be　interrogated　by　the　‘active’　group．　lt　can　be　seen　that　one　of　the

features　that　coRtributed　to　the　development　of　the　bureaucracy　iR　the
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modem　England　was　the　long－terrn　concern　and　unique　reaction　of　the

‘passive’　grottp　in　the　reform．　Therefore，　studying　the　viewpoints　of　both

the　‘passive’　and　‘active’　groups　on　the　reforms　can　create　an　opportunity

for　reconsidering　our　perspective　on　modern　English　government　adminis－

tration．　．

Rauchsch2den　im　Ruhrgebiet　und　die　Forstverwaltung

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1952－1966）

von

OKAUCHI　Kazuki

　　In　deR　1950er　und　frUhen　60er　Jahren　wurde　in　der　Bundesrepublik

Deutschland　die　Luftversckmutzung　des　Ruhrgebiets　zum　Gegenstand

heftiger　DebatteR．　Die　Bev61kerung，　Politiker　und　Beamten　hielten

Gesundheltsschaden　durch　den　industriel｝en　Rauch，　der　im　Zeitalter　des

Wirtschaftswunders　sein　h6chstes　Niveau　erreichte，　fUr　unduldsam．　lhre

Diskussionen，　in　denen　der　Gesetzentwurf　vom　RegionaiverbaRd　des

Ruhrgebiets　（Siedlungsverband　RuhrkohleRbezirk）　als　Diskussionsgrundlage

eine　maBgebliche　Rolle　spielte，　fUhrten　auf　Bundesebene　1959　zur

Novellierung　des　lmmissloRsrechts　und　auf　Landesebene　1962　zur

Entstehung　des　nordrhein－westf瓠lschen　Landesimmlssionsschutzgesetzes．

Die　vorliegende　Arbeit　m6chte　zeigen，　wie　in　dieser　umwelthistorisch

wichtigen　Phase　die　Dislcussion　gber　WaldschZden　verlief．

　　SchoR　vor　dem　Zweiten　Weltkrieg　war　der　Wald　im　Ruhrgebiet　schwer

geschadig亡．　A歪s　Alarmruf　ver6ffentlichte　1927　der　Siedlungsverband

Ruhrkohlenbezirk　eine　Denksclzrtft　tiber　die　Walderhaltung　im　Ruhrkohlen－

bezirk．　Die　Trager　der　Diskussion　Uber　Waldschtiden　entstammten　aber　fast

ausschlieB｝ich　forstwirtschaftlichen　Kreisen　lm　Vordergrund　ihrer　Debatten

standen　Entschadigungsansprtiche　der　Forstwirte，　bei　denen　die　Ver－

minderung　der　industriellen　lmmission　als　grundlegende　GegenmaBnahme

nicht　zwangsweise　eine　Priorittit　besaB．　Bisherigen　Forschungsergebnissen

zufolge　fUhrte　die　Entschadigungspraxis　als　Komprorniss16sung　zwischen

Schtidigern　und　Geschtidigten　oft　dazu，　dass　jahrzehntelang，　sogar　bis

Anfang　der　8eer　Jahre，　voR　Seiten　der　Forstwirtschaft　nur　wenige　ernsthafte

（　933　）


